
第 2 章 水 質 汚 濁

第 1 節 水質汚濁 の現況

県内の 公共用水域につい て 、 水質汚濁防止法に基づ く 水質測定計画を定め 、 関係機関 ( 建設省、 農林

水産省 、 通商産業 省、 鳥取市、 倉吉市、 米子市 ) の協力 を得て 、 水質 の測定 を行 っ た。

対象水域の概要図は資料 1 9 に示す 。

1 人の健康の保護に関する項目 〔 健康項目 〕

〔 カ ド ウ ム 、 シ ア ン、 有機燐、 鉛、 六価 ク ロ ム 、 ヒ 素 、 総水銀、 ア ルキ ル水銀、 P C B 〕

3 4 河川 1 0 2 地点 1 , 6 6 3 検体、 4 湖沼 1 6 地点 3 2 5 検体、 及び 2 海域 1 6 地点 2 2 8 検体 、

合計 1 3 4 地点 2, 2 1 6 検体 につい て 測定 を行 っ た 。 その結果 、 前年度 と 同様に全検体が環境基準に

適合 し て お り 、 県内の 公共用水域は全水域 と も 清浄であ っ た。

め な お、 検体数の算定に ついて はが ゥ ム 、 シア ン等の各項 目 を 1 検体 と し て扱 っ て い る 。
( 測定対象 公共用水域 )

河川
千代川水系

千代川 、 旧袋別 、 狐川 、 山白川 、 天神川 、 湖山川 、 枝川 、 野坂川 、 新袋川
有富川 、 大路川 、 砂見川 、 八東川 、 私都川、 佐治川

天神川水系 天神川、 国府川 、 小鴨川、 玉川 、 三徳川 、 加茂川

日 野川水系 日野川 、 法勝寺川 、 板井原川

二 級 河 川 蒲生川 、 塩見川 、 河内川 、 勝部川 、 由良川 、 加勢蛇川 、 阿弥陀川 、 佐陀川

斐伊川水系 旧加茂川 、 新加茂川

湖 沼 湖山池、 多鯰ヶ池 、 東郷池、 中海

海 域 美保湾、 日 本海沿岸

表 5 0 人の健康の保護 に関す る 環境基準 ( 昭 4 6 . 1 2 . 2 8 環境庁告示第 5 9 号 )

項 目 カ ド ミ ウ ム シ ア ン 有 機 燐 鉛
ク ロ ム

( 6 価)
ヒ 素 総 水 銀

ア ルキ ル

水 銀
P C B

礬値
0,0 1吻/“

以下
検出 さ れ
な い こ と

検出 さ れ
な い こ と

0. 1増妥Z
以下

0.05吻“
以 下

0, 05啼惚
以下

0,00節場珍
以下

検出 さ れ
な い こ と

検出 さ れ
な い こ と

2 生活環境の保全 に関する項目

, 河 川 p耳 、 BO D 、 s s 、 D 0 、 大腸菌群数
湖 沼 . p耳 、 C O D 、 S S 、 D0 、 大腸菌群数 間 用語の解説は資料2 5 を

海 域 : p耳 、 C O D 、 油分 、 D 0 、 大腸菌群数 参照の こ と

(1 ) 概 要

主要水域の水質汚濁状況の概要 を 、 生活環境項 目 の代表的指標で あ る B O D ( 河川 に適用 ) 叉

は C O D ( 湖沼、 海域に適用 ) で見れば、 次の と お り であ る 。

圏 本白書 では 、 B O D及び C O D の評価に つい て 、 環境基準の類型 を あ て は めて い る 水域に対す る

環境基準の達成状況、 叉は その 他の水域に対する 基準相 当類型の評価に関 しては 7 5 %値 ( 表 5 1

注 を参照 ) を適用 し 、 水質の 汚濁状況、 水質 の経年変化等の 評価に は 、 年平均値を用 い て い る 。
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《 河 川 》

一級河川 ( 千代川 、 天神川 、 日 野川 ) の 水質 は 、 お おむね 下流部は環境基準に定 め る河川類型 A

( 表 5 3 参照 、 以下同 じ ) 上流部は河川類型A A に相当 し て お り 清浄な 水質 を維持 して い る 。

二級河川 ( 蒲生川 、 塩見川 、 河内川 、 勝部川 、 由良川 、 加勢蛇川 、 阿弥陀川、 佐陀川 対こ つい て

見る と 、 蒲生川及び由良川 の一部 に類型 B 叉は C に相当する 地点が あ る も の の 、 他の地点はすべて

類型AA~A に相当 し て お り おおむね清浄な水質であ る 。

都市河川の う ち 、 鳥取市内を流れ てい る 旧袋川 は河川類型 C ~D相 当、 倉 吉市 内 の 玉川 は類型

AA~E以下 、 ま た米子市内の 旧 加茂川は類型 E ~回 以下に相 当す る 水質 であ り 玉川上流部 を除い

ていずれ も 依然 と し て汚濁が著 し い 。

( 湖 沼 》

湖山池は C OD ( 7 5 %値 ) 6 . 1 ~ 8, 5 勿/“ で湖沼類型 C ~ C 以下相 当、 多鯰ヶ 池は 3. 3 ~ 3 . 8

吻/“ ( 同 B 相 当 ) 、 東郷池 4. 8 ~ 5. 7 礪/ “ ( 同 B ~ C 相 当 ) と い ずれ も 池全体が汚濁 し てい る が、

中海は 2. 6 ~ 5 . 3 吻/“ ( 同 A ~ C相 当 ) と 地点に よ っ て 汚濁状況に幅が あ る 。

ま た 、 全窒素 、 全 り ん につい て は 、 湖山池及び東郷池ま 、 全窒素 、 全 り ん と も V 類型相 当、 多鯰 6
ヶ 池は全窒素 "相当、 全 り ん = 相当、 中海は全窒素、 全 り ん と も N ~ V 相 当で あ り 、 湖山池 、 東郷

池 、 中海で富栄養化が進んでい る 。

《 海 域 》

美保湾は C O D ( 7 5 %値 ) 1 . 1 ~ 2. 1 鰡/“ と 海域の類型 A~ B に相 当 し て お り 、 ま た 、 本県

の 日 本海沿岸海域は く 0. 5 ~ 1 . 7 栩/" ( 同 A相当 ) と 全域で清浄な 水質を保持 し てい る 。

なお 、 県内の 1 9 海水浴場 はすべて環境庁の判定基準 による ｢快適 ｣ な 海水浴場 に ラ ンク さ れてい る。

表 5 1 B OD 叉は C OD の概要及び環境基準適合状況

水 域 名 地 点 名
B O D

年平均値
( 増 /“ )

環 境 基 準 適 合 状 況

あ て は め て

い る 類 型

適 合 率

( % )

B O D

7 5 %値
( 礪/“ )

相 当 す る

類 型

〔 河 川 〕

( 一級河川 )
千代川水域

千 代 川

八 東 川

私 都 川
佐 治 川

天神川 水系
天 神 川

質 露
行 徳

源 大 橋
稲 常

佐 貫
市 瀬
毛 谷

米 岡 橋
万 代 寺

岸 野

下 門 尾

別 府

田 後

1 . 3

1 . 2

1 . 0

1 . 0

0 . 8

1 . 2

1 . 2

1 . 2

1 . 2

0 . 9

1 . 1

1 . 2

1 . 1

A

A

A A

A A

A A

A A

A A

A

91 . 7

100

58. 3

7 5 . O

83 . 3

58. 3

33 . 3

91 . 7

1 . 5

1 . 4

1 . 2

1 . O

0 . 9

L 4

1 . 3

1 . 5

1 . 6

1 . O

L 3

1 . 3

1 . 3

A

A

A

A A

AA

A

A

A

A

AA

A

A

A

- 6 0 -



水 域 名 地 点 名
BOD又はCOD

年 平 均 値
( 勿/ “ )

環 境 基 準 適 合 状 況

あ て は め て

い る 類 型

適 合 率

( % )

BOD叉はCOD

7 5 %値
( 笏/ “ )

相 当 す る

類 型

天 神 川

小 鴨 川

三 徳 川

加 茂 川
日 野川水系

日 野 川

法勝寺川

板井原川
(二級河川 )
蒲 生 川
塩 見 川
河 内 川
勝 部 川
由 良 川
加勢蛇川
阿弥陀川
佐 陀 川

(都市河川 )
旧 袋 川
玉 川

旧 加茂川
〔 湖 沼 〕
湖 山 池
東 郷 池
多 鯰 ヶ 池
中 海

〔 海 域 〕
美 保 湾

日 本海沿岸
海 水 浴 場

小 田

奈 震
蚕 霧
河 原 町

讓 箪
片 森 柴

実 篠
雫 屡
生矢 砦
福 市
法 勝 寺
高 尾

3 地 点
"

"

"

"

"

"

"

7 地 点
5 地 点

"

4 地 点
4 地 点
3 地 点
9 地 点

7 地 点
1 地 点
8 地 点
19 地 点

1 . 2

0 . 7

0 . 5

0 . 6

0 . 7

0 . 6

0 . 6

0 . 6

0 . 9

0 . 7

0 . 5

0 . 9

1 . 0

0 . 6

0 . 6

0 . 6

0 . 6

0 . 7

0 . 6

0 . 8

0. 7

0 . 6

1 . 0 () 1 . 8

1 . 0 () 1 . 7

0 . 9 ~ 1 . 5

1 . 2 () 1 . 4

1 . 6 ~ 3 . 2

0 . 7 ~ 1 . 9

< 0. 5 ~ 0 . 6
< 0. 5 ~ 0 . 7

2 . 6 ~ 5 . 4

0 . 8 ~ 1 9

8. 8 ~ 1 1

5 . 7 ~ 6 . 2

3 . 9 ~ 4. 4

3 . 2 () 3 . 5

2 . 3 () 4 . 7

1 . 1 () 1 . 9

1 . 4

<0. 5 ~ 1 . 3
0 . 6 ~ 1 . 8

A

A A

A A

A A

A

A

A A

AA

A A

A A

A A

A A

A

A

A

A

B

A

( A )

93 . 3

1 00

1 00

1 0 0

1 00

96 . 7

9 1 . 7

1 00

100

1 00

9 1 . 7

100

0

第. 0 ~3 3 . 3

8 . 3 ~83 . 3

5 8 . 3 ~ 100

1 00

1 00

1 00

1 . 4

0 . 8

0 . 5

0 . 6

0 . 8

0 . 7

0 . 6

0 . 6

1 . 1

0 . 7

0 . 6

1 . 0

1 . 2

0 . 7

0 . 6

0 . 7

0 . 8

0 . 7

0 . 6

1 . 0

0 . 8

0 . 6

1 . 1 () 2 . 1

1 . 1 ~ 2 . O

0 . 7 ~ 1 . 5

1 . 2 () 1 . 9

1 . 6 () 4 . 8

0 . 6 ~ 1 . O

< 0 . 5 ~ 0. 5
0 . 6 ~ 0. 7

3 . 2 ~ 6 . 6

1 . 0 ~ 2 2

9. 5 () 1 1

6 . 1 ~ 8. 5

4 . 8 () 5 . 7

3 . 3 ~ 3 . 8

2 . 6 ~ 5 . 3

1 . 1 () 2 . 1

1 . 8

< 0 . 5 ~ 1 . 7
0 . 7 () 2 . O

A

A A

A A

A A

A A

AA

A A

A A

A

A A

AA

A A

A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

A A

AA

A ~ B

A

A A~A

A

A ~C

A A

A A

A A

C ~D

AA~回よ り悪い
団~Eよ り悪い

GCよ り悪馬 、
B ~ C

B

A ~ C

A~ B

A

A

A

( 備考 : 海水浴場につい て は 、 開設期間内 に測定 し た ｢ 遊泳区域 ｣ の水質 を示す。 )

鐙 適合率鰯 環孃基簿に事貰 た群 × 1 0 0
7 5 % 値

環義蝋に楚合 貰 た群 × 1 o o
適合率が 7 5 %以上の場合 、 環境基準に適合 している も の と する 。 ( 環境庁通達 )

年間の y 個の 日 間平均値の 全 ブ ー タ を 値の小 さ い も の か ら 順 に 並べた 場合の

く y x o . 7 5 ) 番 目 ( その数が整数でな い時は、 直近 上位の整数 ) の数値を
い い 環境基準 の水域類型 あ て は め に係 る 水質値を示す。

〔 例 〕 A地点の測定値 ( 平均値 ) が下記の場合

6 0 6 . 1 . 6 . 2 6 . 5 6 . 7 6 . 8 6 . 8 7 . 0 7 . 5 8 . 0

7 5 %値 = 1 0 0. 7 5 = 7 . 5 → 8 の 7 . 0

6 . 8 7 . 0

8 番 目 の値
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表 5 2 全窒素、 全 り んの環境基準適合状況

水域名

あ ては めて

い る 環 境

基 準 類 型

そ の 他 の 測 定 地 点

地 点 名

全 窒 素

年平均値

( 啼ソ “ )

環境基準

適 合 率

( % )

相当す る

環境基準

類 型

全 り ん

年平均値

( 笏ソ“ )

環境基準

適 合 率

( % )

相 当す る

環境基準

類 型

湖山池

)

布 勢 地 先

堀 越 地 先

中 央 部

松 原 地 先

0. 7 5

0. 7 4

0. 9 0

0 . 8 4 VVVV
0 . 0 6 1

0 . 0 5 6

0. 0 6 1

0. 0 6 4 VVVV
東郷池

下浅津地先

中 央 部

野 花 地 先

松 崎 地 先

0. 8 5

0. 8 7

0. 8 9

0 . 8 7

V

V

V

V

0. 0 5 6

0. 0 5 6

0 . 0 6 5

0 . 0 5 8

V

V

V

V

多鯰池

西 部

東 南 部

北 部

0. 4 6

0. 4 6

0. 4 9

N

N

W

0. 0 0 8

0. 0 0 9

0 . 0 0 9

亞

正

=

中 海

田

靴駁り

境水道中央部

小篠津町地先

葭 津 地 先

米子湾中央部

美保飛行場
地 先

彦名町地先

旧 加 茂 川
河 口 地 先
新 加 茂 川
河 口 地 先

0. 4 8

0. 5 5

0. 5 5

0 . 8 0

0. 5 0

0. 6 2

0 . 9 0

0 . 8 5

2 5 . O

( 5 0 . 0 )
1 6 . 7

( 5 8 . 3 )
1 6 . 7

( 4 1 . 7 )
O

( 5 8 . 3 )

2 5 . O

O

0

O

N

N

N

V

N

V

V

V

0. 0 5 0

0. 0 4 6

0. 0 5 2

0 . 0 7 4

0. 0 4 8

0 . 0 6 3

0. 0 8 5

0. 0 7 8

1 2 . 5

( 4 5 . 8 )
1 6 . 7

( 5 8. 3 )
8 . 3

( 4 5 . 8 )
0

( 7 0 . 8 )

8. 3

8 . 3

0

0

N

N

V

V

y

V

V

V

[ (注 ) 評価方法 表層の年間平均値に よ り 行 う も の と す る 。 ( 環境庁水質保全局長通達 )
適 合 率 ( 環境基準に適合 し た検体数/ 総検体数 ) x 1 0 0

環境基準適合率 、 環境基準適合状況の ( ) は 暫定 目標に対す る 適合率 、 適合状況であ る 。

暫定 目標 中 海 中 央 部 全窒素 0. 5 0 吻/“ 全 り ん 0. 0 4 5 吻/“

米子湾中央部 全窒素 0. 8 5 吻/“ 全 り ん 0. 0 8 0 増/“

境水道中央部 、 小篠津地先、 葭津地先については中海中央部の暫定 目標に よ り評価
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表 5 3 生活環境の保全に関す る 環境基準 ( 昭 鱒. 1 2 . 28 環境庁告示第 59 号 )

1 河 川

澪、、霊 利用 目的 の適応性

基 準 値

水素 イ オ ン
濃 度

( p耳 )

生物化学的
酸素要求量

( BOD )

浮遊物質量

( S S )

溶存酸素量

( DO )
大 腸 菌 群 数

AA
水道 1 級 ･ 自然環境保全及び
A 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

6 . 5 以 上
8. 5 以 下 1 %鋒

25 吻/ “
以下

7. 5吻ゾ “
以上

50MPNノー0 0の“
以下

A
水道2級 ･ 水産 1 級 ･ 水浴及び
B 以 下 の 欄 に 掲 げる も の

6. 5 以 上
8. 5 以 下 2 笏/以“下

25 吻/ “
以 下

7. 5噂ソ “
以上

1 ,のO A囮PN/1 00力“
以 下

B
水道 3 級 ･ 水 産 2 級 及 び
C 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

6 . 5 以 上
8. 5 以 下 3 勿/以“下

25 勿/ “
以下 5勿ソ以“上

5 ,00OM□PN/1 00刀“
以下

C
水産 3 級 ･ 工業用水 1 級及び
D 以 下 の 欄 に 掲 げ る も の

6 . 5 以 上
8. 5 以 下 5 吻/以“下

50 吻/ “
以下 5吻/以“上

D
工業用 水 2 級 ･ 農業用 水及び
E の 欄 に 掲 げ る も の

6 . 0 以 上
8. 5 以 下 8 礪/以“下

1 00 吻/“
以 下 2啼ソ以“上

E 工 業 用 水 3 級 ･ 環境保全
6. 0 以 上
8. 5 以 下

1 0 場ソ“
以 下

ごみ等の浮
遊が認め ら
れな い こ と

2笏/以“上
園 1 自 然環境保全 自然探勝等の環境保全

2 水 道 1 級 ろ過等 に よ る 簡易な 浄水操作 を行 う も の

メ7 2 級 : 沈殿ろ過等に よ る 通常の浄水操作 を行 う も の

〃 3 級 前処理等 を伴 う 高度の 浄水操作を行 う も の

3 水 産 1 級 ヤマ メ 、 イ ワ ナ等貧腐水性水域の 水産生物用並びに 水産2 級及び水産3 級 の水産生物用

〃 2 級 サ ケ料魚類及び ァ ュ等貧腐水性水域の 水産生物用及び水産 3 級の 水産生物用

〃 3 級 コ イ 、 フ ナ等 、 β - 中腐水性水域の 水産生物用

4 工業用 水 1 級 沈殿等 に よ る通常の浄水操作 を行 う も の

〃 2 級 薬品注入等に よ る 高度の浄水操作 を行 う も の

〃 3 級 特殊の浄水操作 を行 う も の

5 環 境 保 全 国民の 日常生活 ( 沿岸の遊歩等 を含む 。 ) に おい て 不快感 を生 じ な い 限度

2 湖 沼 ( 天然湖沼及び貯水量 1 , 000 万立方 メ ー ト ル以上の人工湖 )

ア

濱中凧 利用 目的の適応性

基 準 値

水素 イ オ ン
濃 度

( pH )

化学的酸素
要 求 量

( COD )

浮遊物質量

( S S )

溶存酸素量

( DO )
大 腸 菌 群 数

A A
水道1 級 ･水産 1 級･ 自 然環境保
全及びA以下の欄に掲げる もの

6 . 5 以上
8 . 5 以下

l "/ “
以下 1 吻/以“下

7 . 5 吻/ “
以上

5 0MPN/1 00れ“

以 下

A
水道 2 、 3級 ･ 水産 2 級 ･ 水浴
及びB 以下の欄に掲げる も の

6 . 5 以上
8. 5 以 下

3 栩/ “
以下 5 吻/以“下

7. 5 吻/ “
以上

1 ,00OM琳I/1 00れ“
以 下

B
水産 3 級 ･ 工業用水 1 級 ･ 農業
用水及びC の欄に掲げる も の

6 . 5 以 上
8 . 5 以 下

5 啼/ “
以下

1 5 笏/ “
以下

5 鰡/ “
以上

C 工業用 水 2 級 環境保 全
6. 0 以上
8. 5 以 下

8 勿げ/ “
以 下

ごみ等の浮
遊が認 め ら
れない こ と

2 勿#/ “
以上

鰯 1 自然環境保全 自然探勝等の環境の保全
2 水 道 1 級 ろ過等に よ る 簡易 な 浄水操作 を行 う も の

水道 2 3 級 沈殿 ろ過等 に よ る 通常の浄水操作 、 叉は 、 前処理等 を伴 う 高 度の浄水操作 を行 う も の

3 水 産 1 級 ヒ メ マ ス 等貧栄養湖型の 水域の水産生物用並びに 水産 2 級及ひ水産 3 級 の 水産生物用

2 級 サ ケ料魚類及びァ ュ等貧栄養湖型 の水域の水産生物用並ひ に 水産 3 級 の 水産生物用

3 級 コ イ 、 フ ナ等富栄養湖型 の水域の 水産生物用

4 工業用 水 1 級 沈殿等 に よ る 通常の浄水操作 を行 う も の

2 級 : 薬品注入等 に よ る 高度 の浄水操作 、 叉は 、 特殊な 浄水操作 を行 う も の

環 境 保 全 国民の 日 常生活 ( 沿岸 の遊歩等 を 含む 。 ) ん おい て 不快感 を生 じ な い 限度
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イ

※ 利 用 目 的 の 適 応 性
基 準 値

全 窒 素 全 り ん

自然環境保全及び = 以下の欄 に掲げる も の 0 . 1 吻/ “ 以下 0. 005 勿/ “ 以下

肛

水道 1 、 2 、 3 級 ( 特殊な も の を除 く )

水 産 1 種

水浴及び 肛 以下の欄に掲げる も の

0. 2 鰡/ “ 以下 0. 01 吻/ “ 以下

m 水道3級 (特殊 な もの ) 及びy以下の欄に掲げる も の 0. 4 吻/ “ 以下 0. 03 勿/ “ 以下

N 水産 2 種及び V の欄に掲げる も の 0. 6 勿/ “ 以下 0. 05 彬/ “ 以 下

V

水 産 3 種

工 業 用 水

農 業 用 水

環 境 保 全

1 笏/ “ 以 下 0. 1 礪/ “ 以下

/

困 1 . 自然環境保全 自然探勝等の環境保全

2. 水 道 1 級 ろ過等に よ る簡易な浄水操作を行 う も の

水 道 2 級 沈殿 ろ過等に よ る 通常の浄水操作を行 う も の

水 道 3 級 前処理等 を伴 う 高度の浄水操作 を行 う も の ( ｢ 特殊な も の ｣ と は 、 臭気

物質の除去が可能な特殊な浄水操作を行 う も の を い う 。 )

3 . 水 産 1 種 サ ケ料魚類及びァ ュ等の水産生物用並びに水産 2 種及び水産 3 種の水産

生物用

水 産 2 種 ワ カ サ ギ等の水産生物用 及び水産 3 種の水産生物用

水 産 3 種 コ イ 、 フ ナ等の 水産生物用

4. 環 境 保 全 国民の 日 常生活 ( 沿岸の遊歩等 を含む 。 ) “こ おいて不快感を生 じ な い限度

3 海 域

損い範 利用 目的の適応性

基 準 値

水素 イ オ ン

濃度 ( p耳 )

化学的酸素
要 求 量

( C OD )

溶存酸素量

( DO )
大腸菌群数 油 分

A

水 産 1 級 ･ 水 浴
自 然 環 境 保 全 及 び
B 以下の欄に掲げる も の

78 以上
83 以下

2 吻/“ 以 下
7. 5 吻/ “

以上

1 ,0 0OMPN
/ 100 2“

以下

検出 さ れな
い こ と

B
水産 2 級 ･ 工業用水及び
C の 欄 に 掲 げ る も の

7 8 以上
8 3 以下

3 7噂ソノ“ 以 下 5 吻/“ 以上
検出 さ れな
い こ と

C 環 境 保 全
7 0 以上
8 3 以下

8吻/“ 以 下 2 場ゾ“ 以上

鰯 1 . 自然環境保全 自然探勝等の環境保全

2. 水 産 1 級 マ タ イ ブ ノ 、 ワ カ メ 等の 水産生物用及び水産 2 級の 水産生物用

〃 2 級 ボ フ 、 ノ リ 等の水産生物用

3. 環 環 保 全 国民の 日常生活 ( 沿岸の遊歩等 を含む 。 ) に おい て不快感 を生 じ な い限度
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(2) 水 域 別

ア 河 川

の 三 代 河 川

千代川水域

千代川 は有富川 と の合流点 ( 河 口 か ら約 7 km上流 ) か ら上流は 、 河川類型A A 、 下流は類型

A の 環境基準が指定 さ れて お り 、 B O D ( 7 5 %値 ) でみれば、 類型A A の源大橋 、 市瀬及び

毛谷の 3 地点で環境基準に適合 して い な いが 、 他の地点は環境基準に適合 し てい る 。 そ の他の

項 割こ つい て 、 それ ぞれの指定類型 に対す る 環境基準適合率 を見 る と 類型 A A の 水域では D O

1 0 0 % 、 S s l o o %、 大腸菌群数 0 %、 類型A の 水域で D O 9 2 % 、 S s l o o % 、 大腸

菌群数 8 % と な っ て い る 。

各河川 の 水質の状況を B O D につい て見れば、 千代川 は 0. 8 ~ 1 . 3 吻/ “ と 清浄であ り 、 千

代川 に流入す る 八東川 、 私都川 、 佐治川 も 0. 9 ~ 1 . 2 吻/ “ と 極 めて清澄な 水質 を維持 し てい

) ) る 0

水質 の汚濁状況 ( B O D ) を 前年度 と 比較 し てみ る と 、 千代川及び流入河川で あ る 八東川 、

私都川、 佐治川 と も 前年度 と ほぼ同程度で あ り 、 こ の 水系の水質の経年変化 を見る と ほぼ横ば

い で推移 し てい る 。

( 困 各河川 の水質経年変化 、 環境基準適合率の詳細につい て は資料 2 0 を 参照 の こ と 。 )

表 5 4 測 定 結 果

河 川 名 鰤 地 点 名 纐 p亘
D O

(吻ゾの
B O D

( 吻/ “ )
S S

(吻/“ )
大 腸 菌 群 数
( M P N/ 1 00 ;汲め

6艶脣
ぐ吻ゾ“ )

千代川水系
千 代 川 AA船舶榮蝸榮

賀 露

行 徳

源 大 橋

稲 常

佐 貫

市 瀬

毛 谷 リムリムリムリムリムリムリ“1111414T具1驫1上
7 . 1

7 . 3

7 . 0

7 . 3

6 . 9

6 . 9

6 . 9

9. 4

1 0

1 . 3 ( 1 . 5 )

1 . 2 ( 1 . 4 ) RUワー
7. 9 x 1 0 2 ~ 3. 3 x 1 0 4

1 . 2 x l 0 3 () 2 . 7 x l 0 4

1 . 2

1 . 1

nUハU14̂UAU岬且141114t墨
1 . 0 ( 1 . 2 )

1 . 0 ( 1 . 0 )

0 . 8 ( 0 . 9 )

1 . 2 ( 1 . 4 )

1 . 2 ( 1 . 3 )

3

5

4

4

2

4. 6 x 1 0 2 ~ 1 . 3 x 1 0 4

4 . 9 x 1 0 2 ~ 1 . 7 x 1 0 4

4 . 9 x 1 0 2 ~ 1 . 3 x 1 0 4

4. 9 x 1 0 2 ~ 3 . 5 x 1 0 4

3 . 3 x 1 0 2 ~ 1 . 1 x 1 0 4

1 . 0

0 . 8

1 . 0

1 . 3

0 . 9

八 東 川

米 岡 橋

万 代 寺

岸 野 リムリムリム1且-･11-14一
6 . 9

7 . 0

6 . 8

1 1

1 1

1 0

1 . 2 ( 1 . 5 )

1 . 2 ( 1 . 6 )

0 . 9 ( 1 . 0 )

2

1

1

1 . 1 × 1 0 3 () 1 . 1 × 1 0 4

1 ･ 3 × 1 0 2 () 7 ･ 9 × 1 0 3

1 ･ 1 >< 1 0 2 () 7 ･ 9 >く 1 0 3

1 . 0

1 . 0

0 . 9

私 都 川 下 門 尾 1 2 6 . 9 1 1 1 . 1 ( 1 . 3 ) 3 3 . 3 x 1 0 2 ~ 1 . 3 x l 0 4 0 . 9

佐 治 川 別 府 1 2 6 . 9 1 0 1 . 2 ( 1 . 3 ) 3 7 . 0 × 1 0 2 () 7 . 0 × 1 0 3 1 . 0

( ) 内 は 7 5 %値
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(測定地点図)

〔千代り I D

日本海 BOD ("/" ( BOD 最大~最小値 )
x 75 %値 へ 0. 5 未満

質露 3. o I - -

1 ▼

を ね " 桂 J T ネ ネ
･ 増 人 装 1 んJ '、 r

B

源大橋 2. 5
A

月尾 2 . O
1 . 5

佐貫 麓奪 鬘 1 ･飼 奮 )刻 んJ }{ r 払別府 0. 5 -

市瀬 o m m " 鮒

養 賀 行 渠 稲 佐 市 毛 糞 蕉 岸 画 別 黛
o 5 1o 15効 露 徳 橋 常 貫 瀬 谷 橋 寺 野 尾 府 琶

表 5 5 経 年 変 化

水 域 名 地 点 名
B O D 年 平 均 値 ( 笏/ “ )

56 年度 57 年度 58 年度 59 年度 60 年度 61 年度

千 代 川 水 系

千 代 川

八 東 川

私 都 川

佐 治 川

賀 露

行 徳

源 太 寺

稲 常

佐 貫

市 瀬

毛 谷

米 岡 橋

万 代 寺

岸 野

下 門 尾

別 府

1 . 5

0 . 9

0 . 9

1 . O

0 8

0 . 7

0 . 7

0 . 8

0. 8

0 . 6

0 . 9

0 . 7

1◆ 2 . O

1 . 0

0 . 9

0 . 9

0 9

1◆ 1 . 1

0 . 8

1 . 0

1◆ 1 . 1

0 . 8

1 . O

0 . 9

こ◇ 1 . 5

1 . 1

1 . 1

1 . 0

0 9

1 . 1

0 . 8

1 . O

1 . O

0 . 8

1 . 2

0 . 9

1 . 5

1 . 0

1 . 1

0 . 9

0 8

1 . 1

0 . 8

0 . 9

0 . 9

0 . 7

こ◇ 0 . 9

1 . 0

こ◇ 1 . 2

1 . 1

1 . O

0 . 8

1 0

1 . 3

0 . 9

1 . O

1 . O

0 . 9

0 . 9

1 . 0

1 . 3

1 . 2

1 . O

1 . 0

0 8

1 . 2

1◆ 1 . 2

1 . 2

1 . 2

0 . 9

1 . 1

1 . 2

㈱ ◇ 前年度に比べ良 く な っ た も の 一 前年度に比べ悪化 し た も の

天神川水系

天神川は小鴨川合流点 ( 河 口 か ら 約 7 k“上流 ) か ら 上流は 、 河川類型 AA、 下流は類型 A の Q)

環境基準が定め られ てお り 、 B O D ( 7 5 %値 ) でみれば類型A及びAA の水域の全地点で環

境基準 に適合 し てい る 。 ま た 、 両 水域 と も D 0 、 S S は ほ と ん ど環境基準に適合 し て い る が 、

大腸菌群数の適合率 は 0 %で ある 。 水質の 状況を B OD で見れば、 天神川 ( 0. 5 ~ 1 . 2 鰡/“ 入

及び天神川に流入す る 小鴨川 ( 0 . 6 ~ 0. 7 勿/ “ ) 、 三徳川 ( 0 . 7 ~ 0. 9 彬/ “ ) と も 清浄で

あ る 。

本水系の汚濁状況 ( B O D ) を前年度 と 比較す る と 、 天神川 、 小鴨川 、 三徳川 と も ほぼ同程

度であ り 経年的な 水質 の変化 を見 て も 水系全体 と し て ほぼ同程度の水質で推移 し て い る 。
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2
2
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表 5 6 測 定 結 果

水域名 雌 地点名 濃
嗽 蝉 桝 皺 赫 大腸菌群数 (MPN/100れ“) 度
D
の

鑄
"

天
神

川
水

系

天神川

A
A

後
田

田
小

リ
ム
n
U

1
4
Q
U

リ
ム

リ
ベU

ワ
ー
ワ
‘

れ
れ性

a
o1
具

ら
ひ

れ
性

毯
迭

1
4
9
4

L
L

…
4
ユ

“

1.3x103~2.9×104 1.7x103~3.3×104 4
1
上

L
L

A
A
A

A
A
A

原
泉
鴨

大
今
穴

リ
ム
リ
ム
リ
ム

乍
4

惟
4

曾
1

Q
U

獲れ
仕
4

性

字
字
ヌ

1
4
1
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n
U
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1
4
1
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U
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@
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n
U

^
U

^
U
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4
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×
×

×
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U
Q
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4
4
6

~
~

~
3

2
2

n
U

A
U

n
U

1
1
上

1
ユ

×
×

×

れ
"

ろ
く〉

唾I
上

L
3
L

A
U
A
U
A
U

Q
Q
Q

小鴨川 一
一

一
一

城
町
金
西

原

巌
河
関
今

リ
ム
リ
ム

ハ
ノム

リ
ム

う
り

作れ性
獲れ吐

れ
土

1
▲

^
U

1
墨

ハ
U

1
上

1
上

1
上
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4

ハ
U

^
U
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U
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I、

ワ
ー
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U
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×
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表 5 7 経 年 変 化水域名 地点名 BOD年平均値(増/“)56年度 57年度 58年度 59年度 60年度 61年度
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U
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具
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ハ
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日 野川 水系

日野川 は 日野橋 ( 河 口 か ら 約 3 km上流 ) か ら 上流は河川類型A A 、 下流は類型A の環境基準

が定め られてお り 、 B OD ( 7 5 %値 ) でみれば類型A及びA A水域の全地点で環境基準に適合 し

て い る 。 B O D 以外の 項 目 の環境基準適合率 を見る と 、 類型 AAの 水域では 、 D 0 、 S S 1 0 0 %、

大腸菌群数 0 % 、 類型A の水域では 、 D O 9 5 % 、 S S 8 6 % 、 大腸菌群数 1 7 % と な っ て いる 。

こ の 水系の水質の状況 ( B O D ) は 、 日野川 ( 0. 6 ~ 1 . 0 増/ “ ) 、 及び法勝寺川 ( 0. 7 ~

1 . 8 礪/ “ ) 、 板井原川 ( 0. 6 啼/ “ ) と も 、 清浄な水質であ る と い え る 。

水質の状況を B O D で前年度 と比較する と 、 日 野川 、 法勝寺川 と も ほぼ同程度で あ り 、 経年的

に見て も 、 この 水系の 水質はいずれ も 大幅な 変化は認め られず、 ほぼ横 “熱、 の 水質 を保 っ てい る。

表 5 8 測 定 結 果

水 域 名
指定

類型
地 点 名

測定

日数
p日

D O

(啼/“ )

B O D

( 勿/“ )

S S

ぐ吻ゾの

大 腸 菌 群 数

( M P N/ 100 鰯の
噌露
鰡ソの

日野川水系
日 野 川

A

A

A A

AA

A A

A A

A A

A A

皆 生

車 尾

1 2

3 0

7 . 2

7 . 4

9. 7

1 0

0 . 9 ( 1 . 0 )

1 . 0 ( 1 . 2 )

0 . 6 ( 0 . 7 )

0. 6 ( 0. 6 )

0 . 6 ( 0 . 7 )

0 . 6 ( 0 . 8 )

0. 7 ( 0. 7 )

0 . 6 ( 0 . 6 )

1 0

1 7

5

5

9

5

4

3

2 . 3 x 1 0 2 ~ 9. 2 x 1 0 4

4 . 6 x 1 0 2 () 2 . 9 x 1 0 4

1 . 2

1 . 1
←

0 . 7 '

0 . 8

0 . 7

0 . 6

0. 6

0 . 6

2 . 2 x 1 0 2 () 4. 9 x 1 0 3

1 . 3 x l 0 2 ~ 2. 4 x 1 0 4

2 . 7 x l 0 2 () 1 . 3 x 1 0 4

1 . 3 x 1 0 2 ~ 4. 9 x 1 0 3

2 . 7 x 1 0 2 ^) 7. o x 1 0 3

6 . 8 × 1 0 () 7. 9 × 1 0 3

八 幡

溝 口

武 庫

下 榎

生 山

矢 戸

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

7 . 5

7 . 2

7 . 4

7 . 2

7 . 5

7 . 3

1 0

1 0

1 0

1 0

1 1

1 1

法勝寺川
福 市

法 勝 寺

1 2

1 2

7 . 3

7 . 3

9 . 9

1 0

0 . 8 ( 1 . 0 )

0 . 7 ( 0. 8 )

9

5

2 . 2 x 1 0 2 () 1 . 3 x 1 0 4

4. 9 x 1 0 2 () 1 . 6 x 1 0 5

1 . O

0 . 7

板井原川 高 尾 1 2 7 . 4 1 0 0 . 6 ( 0 . 6 ) 2 4 . 0 × 1 0 ~ 1 . 4 x 1 0 3 0 . 5

( ) 内 は 7 5 %値

(測定地点図) BOD (符/“ )

〔 日 野 川 〕 ( BOD 最大~最小値 )

x 75 %値 へ0. 5 未満
美保湾

‐こ 3. O
B ( J

2 . 5

福市 八幡 2. O
法勝寺 構□

A

1 . 5

下榎 武庫 1 . O

ま ま 艾 薬 莢 AA高尾
0. 5

矢戸 生山 。
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表 5 9 経 年 変 化

水域名 地点名
B O D年平均値 ( 勿/ “ )

5 6 年度 5 7 年度 5 8 年度 5 9 年度 6 0 年度 6 1 年度
日 野川水系

日 野 川

法勝寺川

板井原川

皆 生

車 尾

八 幡

溝 口

武 庫

下 榎

生 山

矢 戸

福 市

法 勝 寺

高 尾

1 . 3

1 . 1

1 .O

1 . 1

0 .8

0.8

0.9

0 . 7

1 . 2

0 . 9

0 . 7

1 .2

1 .2

1 .O

1 . 1

0 .8

0 .6

0 .7

0.7

1 .4

1◆ 1 . 2

0. 6

1 .O

1 .2

1 . 0

0 .9

0 .8

0.8

1◆ 1 .O

0.6

こ◇ 1 . 1

1 . 0

0. 5

1 .2

1 .2

1 .O

0. 8

0 .8

0. 7

0 .8

0 .7

12

0. 9

0 .6

1 . 2

1 . 1

こ◇ 0.7

0.8

0 .7

0 . 6

0. 6

0 .6

1 .O

0.7

0 . 5

O 0. 9

1 .O

0.6

0 . 6

0. 6

0. 6

0. 7

0. 6

0.8

0 .7

0. 6

“) 都 市 河 川

旧袋川 ( 鳥取市 ) の水質は 、 B O D ( 7 5 %値 ) 3. 2 ~ 6. 6 吻/ “ ( 河川類型 C ~D 相当 )

と 汚濁 し て い る が 、 前年度 の測定結果 と 比較する と 下流部で若干良 く な っ て い る 。

玉川 ( 倉吉市 ) は 、 上流部の八幡町 ( 1 . 0 吻 / “ ) を除い て 4. 4 ~ 2 2 噂/ “ ( 河川類型 C

~ 団 よ り 悪い ) と 依然 と し て汚濁 し てお り 特 に宮川町、 西仲町の 各地点が著 しい 。 前年度 と

比較す る と 同程度であ る 。

旧加茂川 ( 米子市 ) は 9. 5 ~ 1 1 吻/ “ ( 河川類型 E ~ E よ り 悪い ) と 全水域で汚濁し て い

る 。 ま た 、 前年度 と 比較す る と 、 特 に下流部で良 く な っ て い る 。

こ れ ら の都市河川 の経年変化 ( 昭和 5 6 年度~ 6 1 年度 ) を見 る と 旧袋川 、 玉川 、 旧 加茂

川 と も 年に よ り 変動 は あ る も の の ほぼ横ばい の水質で推移 し てい る 。

表 6 0 測 定 結 果

河 川 名
指定

類型
地 点 名

測定

日 数
p亘

D O

(礪ゾ“ )

B O D

(吻ゾの

S S

(場しの

大 腸 菌 群 数

( MPN/100 栩の

60年度

B O D

(場レ/“ )

旧 袋 川

三

浜 坂

弁 天 橋

丸 山 橋

出 合 橋

若 桜 橋

吉 方 橋

三洋大橋 9ム?“nソムメ在世9““"性AV14111上りムー具リム nVGURUnURÛUnソムワーAUAUワーAUワーワー 6942894ワーワーAVワーワーワーQJ
3 .0( 3 . 7 )

2 . 6 ( 3 .2 )

3 . 7( 4. 2 )

3 .7 ( 3 .4 )

4 .o ( 4.9 )

5 .4( 6 .6 )

3 .4( 6.4 )

2 0

1 6

1 1

1 6

1 7

1 0

1 6

7. 9 × 1 字 ~ 7.9× 1 04

4 . 9 x 1 03 ~>2.4x 1 05

1 . l x l 04 ~>2 . 4 x 1 05

4 .6 x 1 03 ~>2.4 x 1 05

7 .9 x 1 03 ~>2.4x 1 05

3 . 3 x 1 03 ~>2. 4 x 1 05

2 .7 × 1 字 ~ 7.9 × 1 03

3.4

3 .4

4 . 8

3 .5

3 .3

4.5

3 .6

玉 川

巌 域

宮 川 町

西 仲 町

余戸谷町

八 幡 町 リムリムリム94961上す上1上1上11 00423ワーワーワーワーヮI
8.3

4 .7

7 .2

8. 9

1 0

4.3 ( 4.4 )

1 8 ( 1 9 )

1 9 ( 2 2 )

7 .0 ( 1 0 )

0.8 ( 1 .0 )

1 1

1 3

1 0

6

3

2.2 x 1 04 ~>2. 4x 1 05

2 .2 × 1 05 ~>2 . 4 x 1 05

1 .8 x 1 04 ~>2.4 x 1 05

1 . 1 x 1 04 ~>2.4 x 1 05

4 .9 × 1 字 ~ 3. 3 × 1 06

4.6

1 4

2 0

5.5

0 . 9

旧加茂川

灘 町 橋

天 神 、橋
旭 橋

土 橋

加茂川橋 リムリム̂′&リムリ“11具1具1具1上 鱒拗""" 65042RÛ○ワーワーRU
1 1 ( 1 0 )

9.3 ( 98 )

l o ( 1 1 )

9. 8( 1 1 )

8.8( 9.5 )

1 3

2 1

1 7

1 7

1 8

2.3 × 1 02 ~>2.4 x 1 05

2 . 3 × 1 字 ~>2.4 × 1 05

2 .3 x 1 02 ~>2 .4x 1 05

2 . 3 × 1 02 ~ 2 .4 x 1 05

2 . 3 x 1 02 ~>2.4 x l 05

9.7

1 3

1 3

2 3

2 7

( ) 内は 7 5 %値
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(測定地点図 )

〔旧 袋 ! = 〕 〔玉 川〕 〔旧加茂川 〕

至よなど

く らよ し 米 鼻
川 川

日本毎

乙: 国 至と つ とり 橋 町 橋 川
千 弁天橋 府 うつふ逡 中侮 加 ト 至あとり

　 　　　　　　 　 　　 　 　　　町町

三洋大橋 鴨
　 　 　

き ょ う と

( B O D 最大~最小値 )

x 75 %値

BOD ( 0. 5 未満
(塒/“ )

1 0

5

O

浜 出 三

ム 洋
ロ 大

坂 橋 橋

BOD 雙 )(吻/“ )

10

5

O
巌 西 八

仲 幡

城 町 町

BOD

(吻/“ )

40

30

20

10

O 　 　 　 　
町 蕾
橋 橋 橋

表 6 1 経 年 変 化

水 域 名 地点名
B O D年平均値 ( 勿/ “ )

5 6 年度 5 7 年度 5 8 年度 5 9 年度 6 0 年度 6 1 年度

旧 袋 川

玉 川

旧 加 茂 川

7 地点

5 地点

5 地点

3. 1 ()5. 5

0.8~1 6

7. 1~1 2

3.2 ()5.2

1 . 1 ()1 6

7.4() 1 2

2.8 (〕5.7

こ◇ 0.8()1 1

6.7() 1 5

3 .2()5.O

◇ o. 6~1 1

1◆ 9.3 ()2 4

3.3 ()4.8

1◆ 0. 9()2 0

9.7()2 7

2. 6()5.4

0.8()1 9

こ◇ 8.8()1 1
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@) 二 級 河 川

県内の主要二級河川 8河川 に つい て 、 そ れぞれ各 3 地点の測定結果を見 る と 、 加勢蛇川 、 阿

弥陀川及び佐陀川は B O D ( 7 5 %値 ) 1 7噂/ “ 以下 ( 河川類型 A A相当 ) と 極めて 清浄な 水

質で あ り 、 他 の河川 も 一部の地点を除 き おおむね清浄な 水質を維持し て い る 。

各河川 の水質に ついて 、 前年度 と の対比を 見 る と 、 全般 に 同程度 あ る い は 良 く な っ てい る

ま た 、 こ れ ら の河川 の経年変化は 、 ほぼ横 は九･ 状態で推移 して い る 。

表 6 2 測 定 結 果

河 川 名 雌 地 点 名
測定
日 数 p日 (“%

B O D

(場しの
S S

(礪ゾの
大 腸 菌 群 数
(M1PN/100鷲 )

酪箋
(礪ゾの

蒲 生 川

本 庄

恩 志

太 田 メ44性4月性 099ワーRUAU 600QJ1ユー具
1 8( 24 )

1 0 ( 1 .1 )

1 2 ( 1 4 ) AVQUリム
1 . 1 × 1 03 () 1 . 7 × 1 04

1 .4 × 1 03 () 2.4 × 1 04

7 .0 × 1 02 () 2 .2 × 1 03 902仲具曾具↑■▲
塩 見 川

細 川

海 士

箭 溪 444 979RUAUAU 2386XUrbQJ
1 5 ( 18 )

17 ( 20 )

10 ( 1 4 ) QV魔4=“れせ
1 . 1 x 1 03 ~>2.4 × 1 0 5

4. 6 × 1 0“ ~7 .9 × 1 03

3 .3 x 1 学 ~2.4 × 1 04 あお〇9“?“1ユ
河 内 川

宝 木

宿

来 日 邊れ≠邊4れセ 840AUワーワー ハUnÛU1一上1具す上
12 ( 14 )

15 ( 15 )

09 ( 0の どりハノムー鼻
4.9 x 1 02 () 1 . 1 × 1 04

1 . 7 × 1 03 () 2 .8 × 1 04

2.2 × 1 02 ()4.9 × 1 03 4481エーユハU
勝 部 川

青 谷

吉 川

善 田 44ゴメカ性 499ワーAUAU 606RU1ユQJ
14 ( 12 )

12 ( 1 3 )

14 ( 1 9 )

8

4

7

1 . 1 × 1 04 () 1 .6 × 1 05

1 . 1 × 1 03 ~ 2.8 × 1 04

4. 9x 1 03 () 3.5 x 1 04

3 . 9

1 .0

1 . 9

由 良 川

瀬 戸

穴 沢

亀 谷 44≠“≠ 422ワ‘ワーワー ワーワー14字a&
17 ( 1 6 )

16 ( 1 8 )

32 ( 48 )

8

7

3

4. 9 x 1 03 ~ 1 . 3 x 1 04

7‐9 × 1 0路 ~ 1 ･ 7 × 1 04

7 .9 × 1 03 ~5.4 × 1 04

2 . 2

1 .8

3 . O

加勢蛇川

上 伊 勢

八 反 田

三 本 杉 ゑ44士れ哉 446ワーワーワー 1 0"m
19K 1 o )

07 ( 06 )

07 ( 0の

5

2

1

7.9 × 1 字 ~ 24 × 1 04

4 .3 × 1 02 ~ 7.9 × 1 03

1 . 1 × 1 字 ~ 72 × 1 02

1 . 1

0.6

0 .8

阿弥陀川

所 子

坊 領

原 44性涜4 433ワーワーワー 490QJQJ1驫
06 (K05 )

ぐ05 (ぐ05)

06 ( 05 )

2

1

3

1 .8 × 1 0 ~ 4.9 × 1 02

1 .8 × 1 0 ~ 7.2 × 1 02

<1 .8 x 1 0 ~ 3 .3 × 1 03

0 .8

0 .8

0.9

佐 陀 川

佐 陀

吉 長一

福 万 4T441 ハソムnb?“字&字 Û̂UAU･1具1且一･14
07 ( 0の

06 ( 05 )

06 :ぐ05 )

5

4

7

4. 9 × 1 02 () 1 .7 × 1 04

2 .8 x 1 03 ~ 7.9 × 1 03

2 ‐7 × 1 字 ^) 1 ･3 × 1 03

1 . 1

1 .O

0.9

内は 7 5

7 1 -



纒読点盤馴- 〕 鵤 岬 〔 曙= 〕 勝糟跳ね
日本海 ‐ 本庄 恩地 吉川 幸田

.報浚菰田 (鱒 匙幇) “装 。。。 熟川

A

AA

本 恩 太 o 瀧 穣 静 香 競 蓄 (,庄 志 田
　

丸

　

-
1In=

l
.-

〔 由良川 〕 〔 加勢蛇= - 〕 〔 阿弥陀川 〕 ( 佐陀川 〕
日本毎 日本海 日 本海 日本海

瀬戸 上伊勢 佐陀
所子 坊領

穴沢 ′賑【田 吉長 福万
三本杉

BoD (4‐8 ) (琵究 ) (夢場 ) (“弱
　　　 　 　　 　 　4 ‐ ｢(

T ‐

を 喬

A3

2 AA

■ “ 苞 o ‘ 八 三 o 所 坊 o 佐 吉 福
戸 沢 谷 場 匿 蓚 子 領 原 陀 長 万

O

表 6 3 経 年 変 化

蒲 生 月
塩 見 J I

河 内 川
勝 部 j l

由 良 川
加 勢 蛇 J

阿 弥 陀 j
俳 陀 j

I

=

=

=

=

=

=

=

3 地点 0. 6() 0. 7

0 . 6h) 1 . 2

0 . 6~ 1 .O

0 8^)2 0

1 .4() 2 .O

0 6~ 0 9

0 6^) 0 9

0. 9^) 1 . 2

0 .7~ 0.9

0 .8^) 1 .O

0 .8~ 1 . 1

1◆ 1 1~ 2 0

1 .2~2.O

0 7~ 0 8

0 6~0 7

0 8~ 1 . 1

■◆ 1 ･2へノ ー ･ 3

1◆ 1 . r) 1 .8

1◆ 1 . 1() 2 .3

1 0γし 1 .6

1 .2^) 2. 1

0 6~ 0 7

一 0,“2, 1

■◆ 1 ･を、ノ ー ･6

0 .9し 1 .4

1◆ 1 .4~ 2 . 1

に◇ 1 . 1~ 1 .7

1◆ 1 .3~2. 1

0 0 ,ト2,0

0 5() 0 6

に◇ 0.8() 1 . O

O 1 ･ト 1 1

1 .0() 2 .5

こ◇ 0.8~ 1 .4

1◆ 1 .0() 3.9

1◆ 1 8() 3 0

1◆ 0 6() 1 1

0 8()0 9

0 9h) 1 1

こ◇ 1 .oh) 1 .7

0 .9^) 1 . 5

こ◇ 1 .2() 1 .4

1 6() 3 2

1◆ 0.7() 1 .9

こ◇く① 5~0 6

こ◇ 0 6()0 7

本= - "

佐 陀 川

- 7 2 -



イ 湖 沼

の 湖 山 池

湖山池は 、 環境基準の湖沼類型 Aが定め ら れてい る が 、 C O D ( 7 5 %値 ) は 6 . 1 ~ 8. 5 吻

/“ と 4 地点 と も 環境基準 に適合 し て お らず、 類型 C ~ C 以下に相当 し てい る 。 そ の他 の項 目

につい て環境基準適合率 をみ る と 、 D O 9 6 % 、 S S 2 5 % 、 大腸菌群数 7 3 % と な っ て い る 。

C O D につい て前年度の水質 と 比較す る と 、 調査地点に よ り 多少 の差は あ る も の のほぼ同程度

であ り 、 経年的 に見て も ほぼ同程度で推移し てい る 。 湖中央部 ( 上層 ) の 全廃 ( rp - P ) は年

に よ り 多少の変動は あ る も の の同程度で推移 し てい る が、 全窒素 ( 暈 一 N ) は年に よ り 大 き く

変動 し てい る 。

表 6 4 測 定 結 果

地 点 番 号

及び地点名

測定

日 数
p亘

D O

(啼ゾの

C O D

(吻ゾの

S S

(啼ゾの

大腸菌群数

MPNノヘ

う質oo l留

全窒素

(吻ゾの

全 り ん

(啼ゾ“ )

6鮮度

C O D

(噂ゾ“ )

①布勢地先 1 2 8.O 9. 2 認 ) 1 5
4.8 × 1 0

()2 3 × 1 0 3
0. 7 5 0.0 6 1 5 . 9

②堀越地先 1 2 80 9.3 ( 郡 1 3
9.0 × 1 0

()8 . 1 x 1 03
0.7 4 0.0 5 6 6 . 1

③中 央 部 1 2 7 .9 9.3
6.2

( 8.4 )
1 4

3 .6 × 1 0

~7. 2 × 1 02
0. 9 0 0 0 6 1 6 .O

④松原地先 1 2 7.9 9.O
6.O

( 8.5 )
1 6

1 .8 x 1 0 2

() 1 . 8 × 1 04
0 .8 4 0 0 6 4 6 . 1

岡吉 o 1 2な

( ) 内は 7 5 %値

COD ( 最大~最小値 ) rp-N T-P

(“易 ) 75 %値 (増“ ) T -N 理- p の醤変門ヒ (解/“ )
( 1 1 ) 中央部 ( 上層 )

10

1 . O 0 , 1
8 C

5

メ-- - - ･、 ･ ･ ･ ･~ ‐

　 　 　 　 　　　
h-- T -N ( 全窒素 )
←-- ◆ T - P ( 全 燐 )

B

A O . 5 0 . 05

) 3
O

和 和 和 和 和 和
56 57 58 59 60 6 1

年 年 年 年 年 年
度 度 度 度 度 度

表 6 5 経 年 変 化

水 域 名 地点名
C O D年 平 均 値 ( 吻/ “ )

5 6 年度 5 7 年度 5 8年度 5 9 年度 6 0 年度 6 1 年度

湖 山 池 4 地点 4.9()5.7 こ◇ 4. 3()4. 8 1◆ 5 .2 ()5. 5 1◆ 5 . 6()7.9 5 .けし6.1 5 .7()6.2
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の 多 鯰 ヶ 池

多鯰ヶ池は 、 環境基準の類型指定がな さ れてい ない が、 C O D ( 7 5 %値 ) で見る と 3 . 3 ~

3 . 8 吻/ “ と 湖沼類型 B に相 当 し てい る 。

水質は 、 池全体が平均 し て若干汚濁し て お り 、 経年的には ほぼ同程度の水質で推移 し て い る 。

湖内 の 3 地点 を平均 し た全窒素 ( 中 - N ) 及び全廃 ( 璽 - P 潟こつ い てみる と 前年度 と 々ま と ん

ど変化 は見 ら れな い。

表 6 6 測 定 結 果

(測定地点図)
地 点 番 号

及び地点名

測定

日 数
P耳

D O

(啼/“ )

C O D

(吻ゾの

S S

(礪ゾの

大腸菌群数

端物
全窒素

(場/“ )

全 り ん

(礪ゾの

印年度

C O D

(昭/“ )

① 西 部 4 6.7 7.5
3 2

( 3 .3 )
5

9.6 ･

~6.3 × 1 0
0.4 6 0.0 0 8 33

② 東南部 4 6. 9 9.6
3.4

( 3.4 )
5

5.4

~1 . 1 × 1 02
04 6 0. 0 0 9 3.O

③ 北 部 4 6.8 8.7
3.5

( 3.8 )
6

4. 6 × 1 0

()3. 6 × 1 02
04 9 0. 0 0 9 34

( ) 内は 7 5 %値

CoD ( CoD 最大~最小値 ) TーN T -N ･ 中 十 P の経年変yヒ tP-P
(吻/“ ) × 75 %値 (増/“ ) 湖平均値 ( 上層 ) (塒/# )

1 . 0 0 . 1

B

A o . 5 0 . 05

ト→ T -N ( 全窒素 )

…◆ fP - P ( 全 燐 )
東 北
藷 .-
用 0

部 部 部

◆ -- ‐ - - 増▲ - -- - -･粁 - - - -“● ･ ^ ‐- - ~‐ - - - -- ‐
0

昭 昭 昭 昭 昭 昭
和 和 和 和 和 和
56 57 58 59 60 6 1

震 震 震 簾 震 震

表 6 7 経 年 変 化

水 域 名 地点名
C O D年平均値 ( 解/ β )

5 6 年度 5 7 年度 5 8 年度 5 9 年度 6 0 年度 6 1 年度

多 鯰 ヶ 池 3 地点 3.6()3.9 3 . 5~3.9 9 3. 2~3 .4 1◆ 3 . 5~3 .9 9 3.0~3.3 3 . 2()3.5

⑫) 東 郷 池

東郷池は 、 環境基準の湖沼類型Aが定め ら れてい る が 、 C O D ( 7 6 %値 ) でみ る と 、 4. 6

~ 5. 7 礪/ “ と 4 地点 と も 環境基準に適合 して お らず 、 類型 B ~ C 相当 と 汚濁し てい る 。 ま た 、

そ の他の項目 の環境基準適合率は 、 D O 9 2 % 、 S S 2 5 %及び大腸菌群数 5 6 % と な っている 。

本湖の水質は 、 湖全体でほ と ん ど均一であ り 、 経年的には ほぼ同程度の水質で推移 し てい る 。

ま た 、 中央部の全窒素 ( 中 一 N ) 及び全燐 ( 中 一 P ) に つい て も 年に よ り 変動は あ る も のの 同

程度で推移 して い る o

- 7 4 -



表 6 8 測 定 結 果

(測定地点図)
橋津川

　 　　

東郷円

0 1 2 l如

地 点 番 号

及び地点名

測定

日 数
p日

D O

(吻ゾの

C O D

(場/“ )

S S

(啼ゾの

大腸菌群数

(署わ
全窒素

(場しの

全 り ん

(場“ )

60年度

C O D

(啼/“ )

①菟 浅 発
｢

1 2 8.2 9. 5
4. 1

( 5.0 )
1 0

8.7 × 1 0

() 1 . 1 × 1 04
0 .8 5 0 0 5 6 4.2 1

②中 央 部 1 2 8. 1 9.2
3.9

( 5 .0 )
9

4.0 × 1 0

() 1 . 6 × 1 03
0. 8 7 0. 0 5 6 4.3

③野花地先 1 2 8.O 9.5
4.4

( 5 .7 )
9

6 .7 × 1 0

~7.3 × 1 0 3
0. 8 9 0.0 6 5 4.3

④松崎地先 1 2 8 .2 9. 1
4.O

( 4.8 )
1 0

4.9 × 1 02
()4.5 × 1 04

0.8 7 0.0 5 8 4.2

( ) 内は 7 5 %値

拶弱 く oo。 最大~最小･値 ) (勃場 ) 量 -N m部蝋年譜 ) ("易 )x 75 %値

0. 1

＼ / メト
.- - - - - ‐- - - - 三r

→ 5
0. 05

--｢ T -N ( 全窒素 )

← -…･ T - P ( 全 廃 )

　 　 　 　 　 　 　59 60 61

0

謝 和 和 和 和 和57 58 59 60 6 1

震 震 震 震 震 震
表 6 9 経 年 変 化

水 域 名 地点名
C O D年平均値 ( 増/ “ )

5 6 年度 5 7 年度 5 8 年度 5 9 年度 6 0 年度 6 1 年度

東 郷 池 4 地点 3.8()3.9 1◆ 4. 8^)4. 9 → 5 , 1 ~5,4 こ◇ 4. 6()4.7 4 . 2~4.3 3 . 9()4. 4

中 海

中海は 湖沼類型A の環境基準が定め られてい る 。 鳥取県水域 について 5 地点の C O D ( 7 5

%値 ) で見 る と 、 境水道中央部 ( 2. 6 礪/ “ ) で類型 Aに 適合 し てい る が 、 波町地先 ( 3 . 5

吻/ “ ) 、 小篠津町地先 ( 3 . 5 吻/ “ ) 、 葭津地先 ( 3 . 隼吻/“ ) 、 米子湾中央部 ( 5 . 0 吻/ “ )

は類型 B 相当 と な っ てい る 。 他の項 目 の環境基準適合率 を見る と 、 D 0 5 2 %、 S S 5 3 % 、

大腸菌群数 8 5 % と な っ てい る 。

前年度 の水質 と の比較 を C O D に つい て見 る と 、 同程度 であ る が 、 経年的に見 る と 近年やや

良 く な っ て き て い る 。

全窒素 ( T ー N ) 、 全 り ん ( T ー P ) に ついて は 、 類型 田 の環境基準に対 し 、 類型 y~ V相

当 と 、 すべて の地点で基準 を満足 し てい ない が 米子湾中央部にお け る 暫定 目 標は適合 し て い

る 。 ( 表 52 参照 )

国
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表 7 0 測 定 結 果

地 点 番 号

及び地点名

測定

日 数
p日

D O

(噂ゾの

C O D

(啼ゾの

S S

(吻ゾの

大腸菌群数

(宅診
全窒素

(啼ゾの

全 り ん

(吻ゾの

60年度

C O D

(啼し′“ )

①境 水 道
中 央 部

2 4 8.3 7.9

2. 3

( 2.6 )
5

<2.O

~2.8 x l 03
0.4 8 0. 0 5 0 1 . 9

②波町地先 2 4 8 .3 6. 9

2 .9

( 3 . 5 )
6

*《2.o

~2.2 x 1 02
1 .7

小 篠 津

③町 地 先
1 2 8.3 7.7

2.8

( 3.5 )
7

1 . 4

~ 1 .2 x 1 03
0.5 5 0.0 4 6 2. 2

④葭津地先 2 4 8.2 6.6

2. 9

( 3 .4 )
6

<2.O

~5.6 x l 02
0.5 5 0. 0 5 2 2.4

米 子 湾
⑤
中 央 部

2 4 8.4 9.O

4, 6

( 5.0 )
9

<2. O

~ 1 .6 × 1 04
0.8 0 0.0 7 4 4. 7

* は測定 日数 12 日 。 ( ) 内は 7 5 %値

0 5 10 I窃

M ooo ( COD 賄調整、値 )
川 (増/“ )

10

; -

↑ 、

｢ 祟 裏 裏

境
水
道
中
央
部

C

B

A

　 　 　 　
　 　 　 　
先 先 先 部

噂 -N ･ fP - P の経年変化

量、N 米子湾中央部 ( 上層 ) T~P
(吻/“ ) (吻/“ )

昭
和
56
年
度

昭 昭 昭 昭 昭
和 和 和 和 和
57 58 59 60 6 1

年 年 年 年 年
度 度 度 度 度

O

5

0

表 7 1 経 年 変 化

水 域 名 地点名
C O D 年平均値 ( 吻/ “ )

5 6 年度 5 7 年度 5 8 年度 5 9 年度 6 0 年度 6 1 年度

中 海 5 地点 2. 7()6. 6 ◇ 2. 1 ′〉5. 1 2 .0~4. 9 2. 3 ′〉4. 7 9 1 . 7′〉4. 7 2 . 3()4.6

-7 6 -
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<参考> 中海島根県水域の測定結果 ( 建設省及び島根県測定 )

地 点 番 号

及び地点名
測定
日 数 p耳

D O

(礪ゾの
C O D

(吻ゾの
S S

(啼ゾ“ )

60年度
C O D

(礪ゾの

①裔 口橋地堤 2 3 8.2 7 .8
3 . 9

( 4 . 5 )
7 3 .6

魂 尭 冤 2 3 8.3 8. 1
3 . 8

( 4 . 3 )
5 3 . 2

海中
中 央 部

2 3 8. 4 7 .2
3 . 6

( 4.4 )
5 3 . 3

端 口梨霧 2 3 8.4 7 .7
3 .8

( 4 . 4 )
6 3 . 4

魂 来 発 2 3 8.4 7 . 7
4.2

( 5 . 1 )
6 3 . 7

( ) 内は 7 5 %値

(大橋川 )

0 5 1α初

→ <参考> 諏訪湖、 霞 ヶ浦、 琶琵湖及び児島湖の環境基準の あ て はめ 並びに水質汚濁の状況 と の比較

水域名
都道

府県

類型指定

年 月 日

指 定 類 型

達 成 期 間

C O D測定値 ( 吻/ “ ) 平均値

湖沼

類型
C O D 測定箇所

昭 和

5昨度

昭 和

5笄度

昭 和

60年度

諏訪湖

霞 ヶ浦

琵琶湖
Gヒ湖 )

"

( 南湖 )

児島湖

湖山池

東郷池

中 海

長野

茨城

滋賀

"

岡山

鳥取

4 6. 5 .2 5

4 7. 1 1 . 6

4 7. 4 . 6

"

4 6. 5 .2 5

4 6. 9. 1 4

4 7. 1 0 . 3 1

A

A

AA

"

B

A

3 鰡/ “ 以下

3 吻/ “ 以下

1 吻/ “ 以下

"

5 吻/ “ 以下

3 吻/ “ 以下

5年を越える期間
で可及的速やか に

5rT年を地國え初期間で
司西難儀薹効きに

直ち に達成

眸戯纜間
て頭政盤勺速やか*こ

"

5 年以内

湖 心

"

北 湖

北小 、
松沖 ′

南 湖

(虜崎稟)
湖 心

"

"

筌 突 濠

獲 濠

5.5

( 9.4 )

8.2

( 9.2 )

1 .8

( 2 . 2 )

2 .4

( 2 . 6 )

1 0

( 1 0 )

5 .3

( 6 .0 )

5 . 1

( 6 .0 )

2 . 3

( 2 . 9 )

4. 9

( 5 . 5 )

6 .5

( 8. 1 )

8.8

( 9.7 )

2 .O

( 2 . 5 )

2 . 6

( 3 . 0 )

1 1

( 1 1 )

7 .9

( 7 .4 )

4. 6

( 5 . 3 )

2 .4

( 2 . 8 )

4 . 7

( 5 . 1 )

5 .O

( 4. 8 )

7 . 6

( 8.0 )

2 .O

( 2 . 3 )

2 .9

( 3 . 3 )

#&
6.O

( 7 . 1 )

4.3

( 4. 6 )

1 . 9

( 2 . 2 )

4 . 7

( 5 . 6 )

( ) 内は 7 5 %値

ゥ 海 域

の 美 保 湾

美保湾の う ち 、 境港外港港湾計画水域 ( 地点番号② ) は 、 海域類型 B 、 そ の他 の水域は類型

A の基準が定め ら れてい る 。 水質の状況 を C O D ( 7 5 %値 ) で見 る と 、 境港市昭和町防波提

燈台 の北方 0. 2騒地点 ( 2 . 章吻/ “ ) を 除 く 各地点で環境基準に適合し てお り そ のほ か の項

- 7 7 -



目 の環境基準適合率 をみ る と 、 類型A を あて はめ てい る 水域でD 0 6 2 % 、 大腸菌群数 9 3 %

と な っ てい る 以外はす べて 1 0 0 % の適合率であ る 。 ま た 、 本水域では油分はすべて不検出 で

あ る 。

水質の変化を見る と 前年度に比べて 、 同程度であ り 、 経年的にみて も 同程度 の水質で推移

し て し、 る 。

表 7 2 測 定 結 果

調査地 点 番 号

及 び 地 点 名

指定

類型

測定

日 数
p亘

D O

(叩ゾの

C O D

(叩ゾの

大 腸 菌 群 数

(MPN/100彬)

油分

(啼し/"

6鮮度

C O D

(啼し/“ )

①境讓鹿男霊提. A 1 2 8.3 7 .8
1 .9

( 2 . 1 )
< 1 . 8 ~ 1 .8 × 1 03 N D 1 .5

②境港市福灘雙皿 B 1 2 8.2 7.3
1 .4

( 1 . 8 )
2.9 ~ 1 .2 × 1 04 N D 1 . 1

③境港市福鰐翳皿 A 1 2 8.2 7 . 6
1 . 1

( 1 . 1 )
< 1 . 8~ 2.6 × 1 0 N D 0. 9

④米子市大罐群先血 A 1 2 8.2 7.5
1 . 1

( 1 . 2 )
< 1 . 8 ~ 1 . 3 × 1 0 N D 1 .O

⑤米子市皆生増 5皿 A 1 2 8.3 7 . 9
1 . 1

( 1 .2 )
く 1 .8 ~ 1 .8 × 1 02 N D 0.9

⑥ 日野川舸霧塞 。血 A 1 2 8.2 7 . 9
1 .4

( 1 . 5 )
< 1 .8 ~ 1 . 2 x 1 03 N D 1 . 1

⑦ 日 野川鰹霧垂範 A 1 2 8.2 7. 9
15

( 1 . 7 )
< 1 .8 ~ 1 .2 x 1 03 N D 1 .3

⑥淀江町佐陀噂 5皿 A 1 2 8.2 7 . 9
1 .4

( 1 . 6 )
< 18 ~ 1 .2 x 1 03 N D 1 . 3

/
《㈲
℃

( ) 内は 7 5 %値 N D 検出 さ れず

(測定地点図)COD ( COD 最大~最小値 )

(噂/“ ) x 75 %値

0
0
地
点
番
号

L
“

へ 0. 5 未満

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

4. O

3 . O

2 . O

B

A

　 　　
　　 　 　^ " ‘ ~

表 7 3 経 年 変 化

水 域 名 地点名
C O D年平均値 ( 吻/ “ )

5 6 年度 5 7 年度 5 8 年度 5 9 年度 6 0 年度 6 1 年度

美 保 湾 8地点 1 .2′し2. 4 O 0.8し1 . 5 0 . 9′〉 1 . 9 → 1 .4~2.2 ◇ 0.ト1 .5 1 ･ 1 ′〉1 ･ 9

- 7 8 -
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“ ) 日 本海沿岸海域

日 本海沿岸海域 は 、 海域類型 A の環境基準が定め ら れてい る 。 水質測定は 、 距岸 1 kmの 8 地

点で行 っ た が 、 8 地点 の C O D ( 7 5 %値 ) は < 0. 5 ~ 1 . 7 吻/ “ ですべて環境基準に適合 し

てい る 。 ま た 、 本海域では油分 も 不検出 であ り 、 清浄な 水質 を維持し てい る 。

昭和 6 1 年度に 開設 さ れた 2 0 海水浴場に ついて見る と 、 全海水浴場に つい て各 3 回ずつ水

質調査 を行 った結果、 透 明度 1 栩以上、 C O D 2. 0 吻/ “ 以下 、 ふん便性大腸菌群数 1 0 0 個

/ 1 0 0 7泌以下、 油分 N D とすべ て ｢ 鳥取県海水浴場整備促進要綱 ｣ で定め る 水質基準 に適合

し て お り 環境庁 の海水浴場判定基準の ｢ 快適 ｣ フ ソ ク の水質 と な っ て い る 。

表 7 4 測 定 結 果

調査地点名
指定

類型

測定

日 数
pH

D O

(場ンの

C O D

(場/“ )

大 腸 菌 群 数

(MPN/1oo r“ )

油分

(啼ゾ“ )

昭和60年度

C O D

(啼し/"

岩美町浦富地先
1 ‐ 0 虹m

A 3 8.2 7 .3 0 .8 ( 1 .3 ) < 1 .8~2 .O N D 0.7

福部村湯山地先
1 . 0 虹m

A 3 8. 2 7.4 0 . 7 ( 1 . 0 ) < 1 .8~ 9.2 x 1 02 N D 0. 6

鳥取市堀越地先
1 . O LO血

A 3 8. 3 7 .4 <0. 5 (<0 . 5 ) < 1 .8~2.4 x 1 02 N D 0. 6

気高町八幡地先
1 . 0 1om

A 3 8. 3 7.4 0. 6 ( 0. 6 ) < 1 .8 N D 0.8

泊 村 泊 地 先
1 . 0 km

A 3 8.3 7 .3 0 . 9 ( 1 . 7 ) < 1 .8~4.O N D 0. 6

北条町松神地先
1 . 0 I□m

A 3 8.3 7 .5 1 . 3 ( 1 . 7 ) < 1 .8~2.2 × 1 0 N D 0. 6

大栄町大谷地先
1 . o km

A 3 8.3 7 .5 0 .9 ( 0. 7 ) 2 .0 ′し7.8 N D 0. 6

中山町御崎地先
1 ･ o bm

A 3 8.3 7 .3 0 . 8 ( 1 . 5 ) < 1 .8~ 1 . 1 × 1 0 N D 0. 6

( ) 内 は 7 5 %値 N D 検出 さ れず

表 7 5 経 年 変 化

水 域 名 地点名

C O D年平均値 ( 吻/ “ )

5 6 年度 5 7 年度 5 8 年度 5 9年度 6 0 年度 6 1 年度

日 本 海 沿 岸 8 地点 0.8し1 .4 0･7 ′〉 1 ･ 0 0 ･6しL O 0.5へ○. 8 0.6()0. 8 < 0.5~ 1 .3
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表 7 6 海水浴場水質調査結果

海水浴場名
採 水

地点数

採水

回数

測 定 項 目

透明度

( 椛 ) p亘
C O D

(吻ゾ“ )

油 分

(彬/“ )

ふん便性大腸菌群数

( 個/ 100彬 )

東 浜 海 水 浴 場

小 羽 尾 海 水 浴 場

羽 尾 海 水 浴 場

牧 谷 海 水 浴 場

浦 富 海 水 浴 場

大 谷 海 水 浴 場

岩 戸 海 水 浴 場

砂 丘 海 水 浴 場

質 霧 海 水 浴 場

白 兎 海 水 浴 場

小 沢 見 海 水 浴 場

水 尻 海 水 浴 場

浜 村 海 水 浴 場

浜村西海岸海水浴場

青 谷 海 水 浴 場

井 手 海 水 浴 場

パ ー ム ビ ー チ ミ ナセ

小 浜 海 水 浴 場

石 脇 海 水 浴 場

宇 谷 海 水 浴 場

ノ･ ワ イ 海 水 浴 場

八 橋 海 水 浴 場

皆生 温泉海水浴 場

6

3

3

3

5

開設せず

3

3

3

4

2

2

3

開設せず

2

4

2

開設せず

3

3

3

3

2

らる“""".QU"“""““.QU“"‐QU
> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

> 1

82~8･3

8･2~8･3

8･2~83

8･2~8･3

8.2

8 . 2

8.2~8.3

82~8.3

8･2~ 83

8.2~83

8.2~83

8.2~8.3

8.2~8.3

8.2 ) 8.3

8.2~8.3

8.2() 8.3

8.2() 8.3

8.2~8.3

8.2()8.3

8.2

0.6(〉 1 .O

0 .5() 1 .2

<0. 5~ 1 . 1

0.6^〉1 .5

0. 8^) 1 . 3

0. 7^) 1 .6

0.6 ()1 .O

0. 5()0.7

0.6() 1 . 1

0.8()1 . 4

0.6 () 1 . 6

0.9 ()1 . O

0. 7()0. 9

0. 6() 1 .O

0. 6() 1 .O

0. 8() 1 .3

1 . 2() 1 .3

0. 9(〉 1 . 2

0 .8() 1 .4

1 . 6()2 .O

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D

N D~ 3

2 ~ 1 0

N D ~ 5

N D~ 1 2

1 ~ 3 8

N D ~ 1 3

N D~ 1

N D

1 ~ 5

N D~ 3

N D ~ 1 4

1 0 ~ 2 1

N D

N D ~ 2

N D

N D

2 ~ 1 5

2 ~ 1 9

2 ~ 1 3

N D ~ 3 5

N D : 検出 さ れず

R
野
川

( 日 本癒合岸毎期地点図 ) 会 - 錮 鑿
　 　 　　 　 　 　　

　 　　　　　　　　　　

i l l i l l
　 　 　

　　　　 　 　　 　 　
　　　　

l
● 侮水俗場
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第 2 節 水質汚 濁防止対策

環境基準のあてはめ

水質汚濁に係 る 環境基準は昭和 4 5 年 4 月 2 1 日 に閣議決定 さ れた 。 こ の環境基準は 、 人の健康保

護 に関する 環境基準 と 生活環境の保全に関する 環境基準か ら な っ て い る 。

人の健康の保護に 関す る 環境基準 は 、 全公共用水域に一律に適用 さ れ、 かつ、 直 ち に達成維持する

も の と さ れてい る 。

生活環境の保全に関す る環境基準は 、 河川 、 湖沼 、 海域ご と に利用 目 的に応 じ て 知事が あ ては め る

こ と と さ れ てお り 、 県下の公共用水域の う ち千代川 、 天神川 、 日 野川 、 湖山池 、 東郷池 、 中海、 美保

湾及び 日 本海沿岸海域に つい て 、 表 7 7 の と お り 水質汚濁に係 る 環境基準の水域類型 の あ て はめ を行

い 、 こ れ を水質保全行政の 目 標 と し て い る 。

, 表 7 7 県内水域の環境基準 あて はめ状況

水 域 名 告不年月 日 類 型
環境基準の
達 成 期 間

基 準 値

p臼 BOD COD S S DO 大腸菌群数 油 分

千代川 上流 ( 有富川

と の合流点か ら 上流 )

天神川上流 ( 小鴨川

と の合流点か ら 上流 )

日 野川 上流 ( 日 野橋

か ら 上流 )

昭和

46 9. 14 河川 A A

" A A

" A A

直 ち に達成寸

るo

6 5 ~ 8 5 髭キ
増/“ 吻ゾ“

25以下
舛/“
7 5 以上

MPN/1 00 祕

50 以下

千代川 下流 ( 有富川
と の合流点か ら 下流 )

天神川 下流 ( 小鴨川
と の 合流点か ら 下流 )

日 野川下流 ( 日 野橋
か ら 下流 )

46 9. 1 4 河川 A

" A

" A

直 ち に達成す

る o

6 5 ~ 8 5 2 以下 第 以下 7 5 以上 1 000 以下

湖山池全域

東郷池全域

斐伊川水系の中海及び

境水道

46 9 14

47 1 0 3 1

湖沼 A

〃 A

" A

5 年以 内で可

及的すみやか

に達成する 。

6 5 ~ 8 5 3 以下 5 以 下 7 5 以上 1 , 000 以下

美保湾 ( 。十画港湾施
設内の海域 )

美保湾 ( そ の他の海
域 )

鳥取県地先海域 ( 美
保湾を除 く )

48 3 20

"

48 3 30

海域 B

" A

A

直 ち に達成す

る o

5 年以内 で可

及的すみやか

に達成す る 。

直 ち に達成す
る o

7 8 () 8 3

7 8 ~ 8 3

3 以下

2 以下

5 以上

7 5 以 上 1 0 00 以下

検出 さ れ

ないこ と。

検 出 さ れ

ないこ と。

- 8 1



水 域 名 告示年月 日 類 型
環 境 基 準 の
達 成 期 間

基 準 値

全 窒 素 全 り ん

斐伊川水系の中海

及び境水道
6 1 . 4. 1 湖 沼 m

段階的に暫定 目 標 を

達成し つつ環境基準

の可及的速やかな達

成に努 め る o

伽#〆“
0. 4 以下

暫 定 目 標
( 65 年度 )

0 . 50

吻/“
0 . 03 以下

暫 定 目 標
( 65 年度 )
0. 045

注 1 , 暫定 目標水質は 、 中海中央部にお け る 平均水質 と する 。

2. 米子湾中央部の環境基準地点にお け る 暫定 目標は 、全窒素 0. 85 均し/“ 、 全 り ん 0. 08α啼妥勿 と す る 。

2 環境基準達成のための施策

環境基準の類型 あ て はめ を 行 っ た水域の う ち 、 美保湾及び特に水質の改善が見 られな い湖山池 、 東

郷池、 中海に つい て 、 環境基準 を可及的速やかに達成、 維持する ため の各種の施策を推進し てい る 。

な お 、 中海に つい て は 、 昭和 5 8 年 1 2 月 に ｢ 中海水質管理計画 ｣ を策定 し 、 総合的な対策を実施

し て し 、 る 。

表 7 8 湖山池、 東郷池 、 中海及び美保湾の環境基準達成 のため の施策

施 策 の 名 称
対 象 水 域

湖 山 池 東 郷 池 中 海 美 保 湾

公共下水道の整備促進

工場 ･ 事業場の排水規制強化

家畜の飼養施設の適正な維持管理の強化

し尿処理施設 、 し尿浄化槽等の適正管理の指導

清掃事業の強化

湖沼 、 河川の整備推進

浄化用水 の導入

栄養塩類等に関す る 調査研究

合成洗剤の使用合理化指導

家庭雑排水浄化対策の啓 も う

底泥の除去 000000○○ 000○○000〇 0000000000〇 00000〇
表 7 9 昭和 6 主年度事業実績 ( 鳥取県公害対策審議会資料に よ る )

事 業 名 事 業 費 ( 千円 ) 事 業 内 容

下水道の整備
天神川流域下水道

倉吉市公共下水道

羽合町公共下水道

東郷町公共下水道

米子市公共下水道

(内浜青木処理区)

境港市公共下水道

1 ,5 1 2 ,2 3 9

8 6 1 ,3 0 0

3 5 9,0 0 0

4 8 1 ,5 0 0

1 , 1 9 7 ,0 0 O

8 6 1 ,2 0 0

管 き ょ 延長増 約 5. 4 魔

" 約 5. 3 魔

" 約 2. 5 幽

" 約 4. 9 腕

" 約 4. 1 馳

“ 約 3 . 4 魔 下水処理場実施設。十
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事 業 名 事 業 費 住啼 事 業 内 容

工場、 事業場 の排水対策 8 4 0
湖沼周辺の特定事業場に対 し 、 水質汚濁防止法及び鳥取県

公害防止条例に基づ く 立入検査及び排水処理指導の実施

し 尿 浄 化 槽 、

家 畜 飼 養 施 設 対 策

1 6 5

4 9 4

湖沼周辺 の し尿浄化槽立入検査、 管理指導の実施

畜産経営者に対する 環境保全技術の普及浸透

生 活 雑 排 水 対 策 9 7 3

有 リ ン合成洗剤の使用 自 粛を含む洗剤の適正使用等生活雑

排水に ついて の啓発及びダス ト バ ッ グ等簡易処理の効果に

つい て基礎調査の実施。

底泥の除去対策
中 海 浄 化 事 業

東郷池浄化対策事業

湖山池浄化対策事業

5 7 5 ,0 0 0

8 7,0 0 0

1 1 1 ,0 0 0

湖岸提 ( ヘ ド ロ 捨場護岸 ) の建設、 底泥浚轢 4 6,0 0 0 ガ

( 進捗率 容積ベ ース 2 1 % )

底泥浚轢 1 5 ,9 3 0 ガ ( 進捗率 面積ベ ース 7 8 % )

底泥浚轢 1 8,5 9 4 ガ ( 進捗率 面積ベ ース 1 9 % )

3 水質汚濁規制

(1) 排 水 規 制

排水規制に ついて は水質汚濁防止法、 上乗せ条例及び鳥取県公害防止条例に よ る 規制 を行 っ て い

る 。 水質汚濁防止法に よ る 規制は 9 3 種類の事業場 ( 特定事業場 と い う 。 ) を対象 と し 、 1 日 の平均

的な排出水の量が 5 0 ガ 以上の特定事業場 を 、 ま た上乗せ条例に よ る 規制は 、 中 海 、 美 保湾流域

( 米子市、 境港市、 日 吉津村 ) を適用 区域 と し 、 1 日 の平均的な 排出水の量が 2 5 ガ以 上の特定事業

場 を規制対象 と し て い る 。

水質汚濁防止法に よ る 排水基準は 、 有害物質に関す る も の及び生活環境に関す る項 目 と も すべて

総理府令で定め る 一律基準 ( B O D 叉は C O D : 平均 1 2 0 吻/ “ 、 最大 1 6 0 場/ “ 、 S S : 平

均 1 5 0 吻/ “ 、 最大 2 0 0 勿/ “ 等 ) を 適用 し て い る 。 た だ し 、 美保湾海域へ の流入汚濁負荷量

の大 き な割合を し め てい る バル ブ工場 に対 し て は 、 昭和 5 2 年 3 月 2 0 日 か ら 、 よ り 厳 し い基準 と

し て 上乗せ条例 に よ る排水基準 ( B O D及び C O D . 平均 9 0 吻/ “ 、 最大 1 2 0 塒/ “ 、 S S .

平均 5 0 噂/ “ 、 最大 6 0 吻/ “ ) を 適用 し てい る 。

な お 、 水質汚濁防止法の 一部改正に よ っ て湖沼 の富栄養化 を防止す る ため 、 富栄養化 し やすい湖

沼 ( 環境庁長官が定め る 湖沼 ) 及びこ れに流入す る 公共用水域に排出す る特定事業場 に対 し て は 、

昭和 6 0 年 7 月 1 5 日 か ら 窒素及び リ ン に係 る排水基準 ( 窒素 : 平均 6 0 増/ “ 、 最大 1 2 0 吻/

“ 、 鱗 平均 8 吻/ “ 、 最大 1 6 吻/ “ ) が適用 さ れる こ と と な っ た が 、 県内 の該当湖沼は表 8 0

の と お り であ る 。 ( 資料 2 1 参照 )

鳥取県公害防止条例に よ る 規制は 、 1 日 の平均的な排出水の量が 5 0 が以上の集団給食施設に つ

い て は P H 、 B O D又は C O D 、 S S 、 大腸菌群数 を規制項 目 と し 、 1 日 の平均的な排出水の量が

5 0 ガ以上の ド フ ム 缶更生業 、 車両洗浄施設 ( 鉄道業 、 自 動車整備業 、 カ ソ リ ソス プ ー シ ソ等 )
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につい て は油分 を規制項 目 と し て昭和 4 7 年 4 月 1 日 か ら規制を行 っ て お り こ れに対する排水基

準は 、 同条例に よ る排水基準 を適用 し てい る 。

表 8 0 水質汚濁防止法の排水基準 ( 昭和 4 6 年総理府令第 3 5 号 )

くり 有害物質に係る 基準

種 類 許 容 限 度

カ ド ミ ウ ム 及びその化合物

シ ア ン化合物

有機 リ ン化合物

( パ ラ チ オ ン、 メ チル パ フ チオ ソ 、 メ チ ル ジ メ

ト ソ及び 団 P N に限 る )

鉛及びその化合物

六価 ク ロ ム 化合物

ヒ素及びその化合物

水銀及びア ルキル水銀そ の他 の水銀化合物

ア ルキ ル水銀化合物

P C B

カ ド ミ ウ ム 0. 1 噂/ “

シ ア ン 1 初等/ “

1 露げ/ “

鉛 1 礪/ “

六価 ク ム ○.5 勿“/ “

ヒ 素 Q5 吻/ “

水銀 0‐〇 0 5 勿/ “

検出 さ れない こ と

○‐○ 0 3 解// #

くめ 生活環境項 目 に係 る 基準

種 類 許 容 限 度

水素 イ オ ン濃度 ( 水素指数 ) 〔 P 耳 〕

生物化学的酸素要求量 〔 B O D 〕 ( 叫/ " )

化学的酸素要求量 〔 C O D 〕 ( 〃 )

浮遊物質量 〔 S S 〕 ( 〃 )

ノ ルマ ルヘキ サ ソ抽出物質含有量 ( 〃 )

( 鉱油類含有量 )

ノ ルマ ルヘキサ ソ抽出物質含有量 ( 〃 )

( 動植物油脂類含有量 )

フ ェ ノ ール類含有量 ( 〃 )

銅含有量 ( 〃 )

亜鉛含有量 ( 〃 )

溶解性鉄含有量 ( 〃 )

溶解性マ ンガ ン含有量 ( 〃 )

ク ロ ム含有量 ( 〃 )

フ ラ ン 含有量 ( 〃 )

大腸菌群数 ( 1 “ につ き 個 )

窒素含有量 “噂/ “ )

隣含有量 ( 〃 )

5.8 ~ 8.6 ( 海域以外の水域 )

5.0 ~ 9.0 ( 海域 )

1 6 0 ( 日 間平均 1 2 0 ) G晦域及び湖沼以外の水域 )

1 6 0 ( 日 間平均 1 2 0 ) ( 海域及び湖沼 )

2 0 0 ( 日 間平均 1 5 0 )

5

3 0

5

3

5

1 0

1 0

2

1 5

日 間平均 3,0 0 0

節 ( 日 間平均⑧ ( 蓼範議認定翔る瓣鰹 )
1 6 ( 日 間平均 8 ) ( 〃 )

‐ 8 4 -



表 8 1 環境庁長官が定め る 湖沼

(1 ) 窒素に係 る 排水基準適用対象湖沼

湖山池、 中海、 東郷池

(2) 燐に 係る 排水基準適用対象湖沼

湖山池、 多 ヂ ケ池 、 中海 、 池 の谷た め池、 佐治川 ダム貯水池 、 東郷池 、 中津 ダム貯水池 、 菅沢 ダ

ム貯水池 ( 日南湖 ) 鵜の池 、 俣野川 ダム貯水池

表 8 2 上乗せ条例の排水基準 ( パ ル プ製造業及び木材化学工業に係 る も の )

( 昭和 4 8年鳥取県条例第 4 0 号 )

、
ゾ

項 目 許 容 限 度

水素 イ オ ン濃度 ( 水素指数 ) 〔 P H 〕

生物化学的酸素要求量 〔 B O D 〕 G吻/ “ )

化学的酸素要求量 〔 C O D 〕 ( 〃 )

浮遊物質量 〔 S S 〕 ( 〃 )

ノ ル マ ルヘキ サ ソ抽出物質含有量 ( 〃 )

( 鉱油類含有量 )

ノ ルマ ルヘキサ ソ抽出物質含有量 ( 〃 )

( 動植物油脂類含有量 )

大腸菌群数 ( 1 談に つ き 個 )

5 .8 ~ 8.6 ( 海域以外の水域 )

5.0 ~ 9.0 ( 海域 )

1 2 0 ( 日 間平均 9 0 )

1 2 0 ( 日 間平均 9 0 )

6 0 ( 日 間平均 5 0 )

5

3 0

日 間平均 3,0 0 0

表 8 3 鳥取県公害防止条例の排水基準

( 昭和 4 6 年鳥取県条例第 3 5 号 )

項 目 許 容 限 度

水素イ オ ン濃度 ( 水素指数 ) 〔 P 日 〕

生物化学的酸素要求量 〔 B O D ) ( 吻/ " )

化学的酸素要求量 〔 C O D 〕 ( 〃 )

浮遊物質量 〔 S S 〕 ( 〃 )

ノ ル マルヘキ サ ソ抽出物質含有量 ( 〃 )

( 鉱油類含有量 )

大腸菌群数 ( 1 “に つ き 個 )

5.8 ~ 8. 6 ( 海域以外の水域 )

5 .0 ~ 9.0 ( 海域 )

1 6 0 ( 日 間平均 1 2 0 ) ( 海域及び湖沼以外の水域 )

1 6 0 ( 日 間平均 1 2 0 ) ( 海域及び湖沼 )

2 0 0 ( 日 間平均 1 5 0 )

2 0

日 間平均 3,0 0 0

(2) 監視、 指導状況

水質汚濁の発生源であ る 工場 、 事業場に ついてみ る と 、 水質汚濁防止法で届出 が義務付け ら れた

特定事業場は 2, 1 6 5 事業場で あ り 、 こ の う ち排出水の B O D叉は C O D等の項 目 が規制 さ れ る 特

定事業場 〔 1 日 の平均的な排出水の量 が 5 0 ガ以上 ( 米 子市、 境港市、 日 吉津村におい て は 1 日 の
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平均的な排出水の量が 2 5 ガ以上 ) 〕 “ま 2 7 5 事業場であ る 。

鳥取県公害防止条例で届出 が義務付け ら れた 汚水関係特定事業場は 6 6 7 事業場で、 こ の う ち排

水基準の適用 を受け る 汚水関係特定事業場は 9 事業場であ る 。

昭和 6 1 年度 の水質汚濁防止法及び鳥取県公害防止条例に よ る 工場、 事業場の指導状況 を見 る と 、

立入検査事業場は廷 1 , 1 4 6 件であ り 、 こ の う ち排出水調査事業場廷 7 4 9 件の う ち 、 排水基準に

違反して いた事業場及び違反 のおそれの あ る 事業場に対 し 、 廷 6 5件 の文書によ る 改善指導を行 っ た 。

な お 、 こ れ ら の う ち 、 7 事業場につい て は水質汚濁防止法違反 ( 排水基準違反 ) 事業場 と し て 、 新

聞等に公表 した。

表 8 4 水質汚濁防止法の特定事業場一覧表
( 昭和 6 2 年 3 月 3 1 日 現在 )

保健所名 。

特定事業場の区分

鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 合 計

届出 即ぜ/日以上 届出 即禰/日以上 届出 50#/日以上 届出 即ガノ日以上 鰡湖“〃班球崎 届出 即謠/日以上 届出 50#/日以上 鰡湖""申嫌嬬
1 ー 2 家 畜 飼 養 施 設 24 ▲1上 28 46 18 了･上 6 122 2

2 畜 産 食 料 品 製 造 業 5 3 7 8 4 10 7

r

3 33 14

3 水 産 食 料 品 製 造 業 41 2 1 7 4 75 20 1 3 1 33 26 1 3

4 襞 穐 ･ ず 凄 韓 保 棄 2 2 4 13 4 ず且一 2 25 3

5 護 そ酢 鷺%‐ 海 ‐ 桑 10 2 1 3 22 岬上一 2 49 ず一五一

8 套 ソ あ 菓 現製 造 秦 7 耆驫 3 1具 1 10 2 1具

9 米 菓 製 造 業 1ム 2 3

10 飲 料 製 造 業 5 1 1 1 7 1 1 5 1 3 51 1 1

1 1 薯 鼾質聡 饅 武造 楽 5 4 5 4

12 動 植 物 油 脂 製 造 業 ･14一 3 1 4 1

1 6 め ん 類 製 造 業 3 2 10 7 1 23

17 豆 腐 ･ 煮 豆 製 造 業 31 1L 33 50 32 2 1 6 1 52 3 1

1 8一 3 た ば こ 製 造 業 2 2 2 2

1 9 轉 績 業 造繊 維 製 巣 2 2 7 2 5 14 4

21 一 3 合 板 製 造 業 4 1 1 5 1

銘 木 材 薬 品 処 理 業 1 1

23 窒 ルぎ 製紙 造 紙 檗 鵠 7 22 4 1 1 1 58 1 2

23 - 2 前 期 美 ‐ 襲 孃 蘂 5 4 13 1 23
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“‘ふき
鳥 取 郡 家 ･ 倉 吉 米 子 根 雨 合 話

届出 即忍/日以上 届出 即謠/日以上 届出 即禰/日以上 届出 即ガノ日以上 皺湖"〃由隊蟠 届出 50#/日以上 届出 即忍/日以上 鰡湖〃田味蟻
27 鎭 機 化 もェ 業 製 梨 '-｣- ･十一具

46 菰 機 化 為ェ 業 製 梁 1具 11 2

5 1 一 3 ゴ ム 製 品 製 造 業 1具 1上 1一品 11-

54 セ メ ン ト 製 品 製 造 業 9 8 9 8 3 37

55 生 コ ン ク リ ー ト 製 造 業 4 4 5 8 さ 1 0本 2 23 臀上 0本

57 人 造 黒 鉛 電 極 製 造 業 増上一 1具

5 9 砕 石 業 2 ･1｣ 5 11 2 2 6 3 1 7 5

60 砂 利 採 取 業 11- 14 11 2 4 T4

61 鉄 鋼 業 1具 T一上一 1上 2 1

64 ガ ス 供 給 案 11- 轡上 1ユ 11

65 駿 受 装 孟 麺 産 施 箋 6 6 2 艦上 2 14 1 0 7 1且-

66 電 気 メ ッ キ 施 設 3 1具 1 4 1

66一 2 旅 館 業 跿59 1 9 45 206 37 1 90 26 2 62 1 862 83 2

67 洗 た く 業 43 14 52 69 1 1 6 184 1 1

68 写 真 現 像 業 4 2 6 1 2 1 1 25 1

鯰 ー 2 病 院 2 2 1 3 2

69 と 畜 業 1 1 1 1 2 2

6 9 一 3 地 方 卸 売 市 場 ｣1I- ･1一具 1 1 2 2

70 廃 油 処 理 施 設 1 1

70 ‐ 2 自 動 車 分解 整 備 業 3 2 1 6

7 1 自 動 式 車 輌 洗 浄 施 設 38 4 25 1 62 3 7 1 36 4

7 1 一 2 試 験 研 究 機 関 等 1 3 ･11一 5 1 6 3 1 5 2 3 4 53 6 3

7 1 一 3 一般廃棄物焼却施設 5 3 5 1 3

72 し 尿 処 理 施 設 1 2 10 ｣1I- 7 7 28 26 1 1 1 49 44 1

73 下 水 道 終 末 処 理 施 設 2 2 1 1 5 4 8 7

74 楚 観 妻 葉 参 麹 産 麓 裝 11 4 4 5 4

合 計 673 64 20 - 5 攪生2 64 634 1 1 0 27 1 1 6 5 2 , 1 65 2 ‘燧 27

酋 中海 ･ 美保湾水域 ( 米子市、 境港市、 日 吉津村 ) は上乗せ条例 の制定 に よ り 排水量 2 5 “ !/日 以
上が規制の対象 と な っ てい る 。
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表 8 5 鳥取県公害防止条例の汚水関係特定事業場一覧表

( 昭和 6 2 年 3 月 3 1 日 現在 )

。ふ
鳥 取 郡 家 倉 吉 米 子 根 雨 合 計

届出 即ぜ/日以上 届出 即蝨/日以上
届

出

鶏O
首
望

届

出

鶏O

日

望

届

出

芻O
日

望

届

出

愁O
日

望
1 集 団 給 食 施 設 14 也上 9 1 3 3 21 3 3 60 7

2 ド フ ム 缶更 生 業 1 1

3 車 輛 洗 浄 施 設 152 ･11- 70 1 91 1 4粋 1 49 606 2

合 計 1 66 2 79 204 3 1 66 4 52 667 9

表 8 6 事業場に対する 立入検査 、 改善指導状況

○水質汚濁防止法適用事業場 0鳥取県公害防止条例適用事業場

立入検査
事 業 場
廷 件 数

排出水詞
査事業場
廷 件 数

違 反
事 業 場
廷 件 数

改善指導

廷 件 数

改善
命令
件数

2 6 2 5 O 3 O

立入検査 排出 水調 違 反 改善指導 改善
事 業 場 査事業場 事 業 場 命令
廷 件 数 廷 件 数 廷 件 数 廷 件数

1 ,1 2 0 7 2 4 7 6 2 0

鯖 改善指導廷件数は文書で指導 を打 っ た件数

○違反事業場 の違反内容

業 種 件数
違 反 項 目

業 種 件数
違 反 項 目

一 般 項 目 一 般 項 目

P 日 関の S S 油分
大腸菌

群 数
P 亘 拗D S S 油分

大腸菌

群 数

畜 産 農 業 1 1具 旅 館 業 1 1 1

炉衾料栞 2 2 '一Iー JT‘■̂ 病 院 1 1

鬆豆製薬 1 ･1上- 11

計 7 1 5 2 1 2

騒 亀製 檗 1驫 ･1-L-

4 生活排水対策

(1) 下水道の整備

下水道は 、 住みよい都市づ く り のた め に欠 く こ と の でき ない基盤施設であ る が、 あ わせて良好な

水質環境の回復、 保全のた め に大 きな 役割 を果た し て お り 、 特に 、 有効な対策が乏 しい う え 、 公共

用水域の汚濁要因 と な っ て い る 生活排水対策の切 り 札 と し て 、 そ の重要性が一段 と 増 して き て い る 。

ァ 公共下水道

県内 の公共下水道は 、 各市町村が管理する 単独公共下水道 と 、 流域下水道 ( 県が管理 滋こ接続

し て処理する 流域関連公共下水道があ る 。

こ れ ら の公共下水道の整備状況は表 8 7 の と お り で あ り 、 下水道 の普及率は全国 の約 3 7 %に

対し 、 本県では 1 4. 9 % と かな り 遅れ てい る 。
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表 8 7 公共下水道の整備状況

区分 市町村名 計 画 決 定
年 月 日

計画決定
処理面積

( 畑 )

計画区域内
処 理 人 口

( 人 )

供用開始
年 月 日

昭和 6 1 年度末整備状況

行政区域内
人 口鱒※㈹

処理可能
面積(ha )

処理可能
人 口@)閃

普 及 率
( B強 銹

公共下水道単独
鳥 取 市 32 . 9. 2 7 1 , 795 1 27 , 698 43 . 1 1 . 1 2 1 38, 489 769 57, 470 4 1 . 5

米 子 市 44. 4. 23 2 , 097 95 , 鎌;5 49. 10 . 1 13 1 , 999 337 25 , 520 1 9 . 3

境 港 市 58. 8. 19 563 26, 200

大 山 町 ( 58. 1 1 . 21 ) 20 10, 償)O

日 吉津村 59. 9。 1 1 48 1 , 700

西 伯 町 (62 . 2 . 1 3 ) 1 4. 7 900

公共下水道流域関連
倉 吉 市 52. 2 . 2 5 1 , 0 442 41 , 080 5 9. 1 . 加 52 , 408 1 48 5 , 41 1 1 0 . 3

羽 合 町 52. 8. 3 30 1 5 , 420 59. 1 . 卸 6 , 974 40 1 , 71 3 24. 6

東 郷 町 52. 8 . 2 1 50 3 , 1 70 59. 1 . 20 7, 0幻 55 1 , 僕57 27 . 6

三 朝 町 56 . 8 . 1 1 1 35 3 , 錠わ

関 金 町 56. 8. 1 1 “ 1 , 檄)O

北 条 町 (60. 2 . 1 ) 5 1 . 7 2 , 600

計 6, 263. 4 320, 203 6 1 7 , 087 1 , 349 92 , 07 1 1 4. 9

困 ※印 は 6 2. 2 . 1 県統計課推計人 口 。 ( ) 内は下水道事業計画認可年月 日

ィ 流減下水道

流域下水道は 、 特定の水域の水質環境 を保全す る た め 、 当該流域内 の市町村の公共下水道に よ

る 下水を受け て 、 こ れ ら の下水 を効率的に処理す る 施設で あ る 。

県 では 、 天神川 、 東郷池等天神川関連流域の水質保全を 図 る た め 、 当 該 流域 の 下水 道整備総

合。十画 を策定 し 、 こ れに も と づいて昭和 4 9 年に 天神川流域下水道事業。十画 を決定 、 事業に着手

し てい る 。

こ の事業の概要は次の と お り であ り 昭和 5 9 年 1 月 か ら 一部が供用開始 さ れた 。

表 8 8 天神川流域下水道事業概要

○処理区域面積 人 口 ･ 汚水量

区 分 単 位 倉 吉 市 羽 合 町 東 郷 町 三 朝 町 関 金 町 北 条 町 合 。十

予定処理区域 ha ( ま髪& “ 繁多# (鑓 8 ) q繋ぎ (きま か 鰡 “ (数獲: 陸 )
予定処理人 口 人 駿3 銭芻 ) (皀 芻 ) (念 瑠 ) (8 888 ) ( 丑 888 ) (多 芻8 ) 解 る98 )
汚 水 量
( 日 最 大 ) #/日 84 1 76 30 868 1 5 705 1 7 368 3 682 6 488 1 58 2幻

※ ( ) 内 は全体計画の 区域及びそ の人 口 、 ( ) 外 は都市 。十画決定及び下水道事業 。十画認可の区域及
び人 口 を示す 。
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0 施設概要 ( 下水道事業話画認可 )

名 称 管 径 延 長 名 称 敷地面積 処理方式 処理能力 予定水質

倉 吉 幹 線

東郷羽合幹線

三 朝 幹 線

中 江 幹 線

合 計

脇/翔
2, 000 () 250

1 , 100 () 900

1 , 350 () 900

1 , 35 0 ()

1 , 000

18, 887

2 , 71 1

4 , 953

1 , 995

28, 546

天神浄化
セ ン タ ー

約
1 2 . 揆;ha

標準
活性汚泥法

ガノ日
族め, α)O

吻/ “

流入下水
B O D 1 50

S S 1 50

放流水
B O D 1 5

S S 1 5

(2) 農業集落排水処理施設の整備

農村総合整備 モ デル事業、 農村基盤総合整備事業、 農業集落排水事業等に よ り 、 農業振興地区内

に あ る 集落 ( おお むね 1 , 000 人以下 ) か ら の排水 を適正な処理を行 っ た後 、 放流する も の で、 農業

生産環境の保全、 農村の生活環境の保全を 目 的 と し てい る 。

こ の施設では生活雑排水を含めて 処理する こ と と な る た め 、 生活雑排水対策と し て下水道 と 同様

極め て有効な処理方法であ る 。

県内 に お け る 昭和 6 1 年度現在の農業集落排水処理施設実施地区は表 8 9 の と お り であ る

表 8 9 農業集落排水処理施設実施地区一覧表

事業名 市町村名 集 落 名
計画人 口

の
計画戸数

同

計画 日 最大
汚 水 量

( #/日 )
処 理 方 式

1

供用開始

農

村モ

総ザ

合ル

整事

備業

郡 家 町 野 町 180 35 59. 4
土 壌 被 覆
接 触 ば っ 気 方 式

59. 1 2

東 郷 町 宮 内 " " " " "

" 埴 見 220 44 72 . 6 回 転 円 板 方 式 61 . 8

" 川 上 250 50 82. 5 工事中

大 山 町 末吉 ･ 国信 570 1 23 雄鶏. 4 "

" 福尾 e 上野 2 lめ 58 93. 8 "

鹿 野 町 岡 井 150 28 49. 5 "

農業集落排水事業
日 吉 津 村 富吉 ･ 海川 1 , 770 400 辰髭. O

オ キ シ プ ー

シ ョ ンデ ィ ッ チ方式
61 . 6

鳥 取 市 横 枕 250 49 82. 5
土 壌 被 覆
接 触 ぼ っ 気 方 式

61 . 7

佐 治 村 津 無 290 66 95. 7 " 6 1 . 6

" 刈 地 21 0 45 69. 3 工事中

" 葛 谷 120 26 39. 6 "
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(3) 地域 し 処理施設の整備

下水道計画区域外の地域におい て 、 101 人以上 3 万人未満を処理対象 と して 、 し尿 と 生活雑排水

を併せ て処理す る廃棄物処理施設であ る 。

県内 に お け る 地域 し尿処理施設の整備状況は、 表 9 0 の と お り であ る 。

表 9 0 地域 し尿処理施設の整備状況

( 昭和 6 定年 3 月 末現在 )

＼＼＼ 項 目
、＼＼、

＼へ＼市町村施設名

処 理 方 式
。十 画 処 理人 口

( 人 )
実 処 理 人 口

( 人 )

計 画 1 日
最 大 汚 水 量

( #/日 )
竣 工 年 月

米 子 市
河 崎 団 地
汚 水 処 理 場

長 時 間
ば っ 気 方 式

3, 000 2 , 029 900 48 年 3 月

米 子 市
富 益 団 地
汚 水 処 理 場

" 2, 000 饅 叙)O 55 年 3 月

米 子 市
旭 が 丘
汚 水 処 理 場

" 袋;O 438 120 55 年 3 月

境 港 市
幸 神 町
汚 水 処 理 場

“ 1 , 250 1 , 143 469 56 年 3 月

(4) そ の 他

浄化槽に は 、 し 尿のみを処理す る単独処理浄化槽 と 、 し尿 と生活雑排水を合併して 処理す る合併処

理浄化槽があ る 。 合併処理浄化槽は生活雑排水を含め て処理する こ と と な る た め 生活排水対策 と し

ては 、 有効な処理方法であ る 。

な お 、 浄化槽に ついて は 、 第 8 章に記載し て い る 。
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